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ゴーカート場、アスレチック、野外ステージなど多くの

レクリエーション施設が整備されており、敷地内につくられた

四万十文化会館は503席の客席を擁するメインホールがあり、

講演・コンサート・演劇など幅広い利用が可能となっています。

26年11月3日、緑林公園で開催した「第10回米こめフェスタ」

では、町出身のシェフが作る限定料理コーナー、

仁井田米おにぎり無料コーナー、

四万十まるごと鍋コーナーなどが設けられ、

四万十町のおいしいものが大集合しました。

四
万
十
町

人
が
元
気
で

い
き
い
き
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
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TOSA国保だより 検 索

TOSA国保だよりは
本会ホームページからも

ご覧いただけます。
http://www.kochi-kokuhoren.or.jp
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02 首長は語る

人が元気で
いきいきしているまちづくり
中尾博憲 　四万十町長

44 編集後記

国保連合会 2 月通常総会21

C o n t e n t s

中な

か 

尾お 

博ひ

ろ 

憲の

り  

（
61
歳
）

首
長
は
語
る

四
万
十
町
長

高
知
県
で
最
も
広
く

山
と
海
に
囲
ま
れ
た
ま
ち
。

最
後
の
清
流
と
称
さ
れ
る

四
万
十
川
が
流
れ
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
が
流
れ
る
ま
ち
。

自
然
が
育
む

豊
か
な
食
材
。

文
化
と
歴
史
が
薫
り
、

自
然
と
人
が
元
気
な
ま
ち

四
万
十
町
を
訪
ね
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

中
尾
町
長
に
伺
い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り

人
が
元
気
で

い
き
い
き
し
て
い
る

No.71

2 vol.322



34 vol.320 vol.320

の
健
康
福
祉
課
に
４
人
、
地
域

振
興
局
に
そ
れ
ぞ
れ
２
人
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
本
庁
に
２
人
、

西
部
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
１
人

を
配
置
し
て
い
ま
す
。
国
保
診
療

所
と
の
兼
任
で
行
政
に
配
置
さ
れ

て
い
る
医
師
や
看
護
職
、
管
理
栄

養
士
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
社
会
福
祉
士
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

な
ど
と
一
緒
に
、
多
様
化
・
複
雑

化
し
た
住
民
の
健
康
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

国
保
連
合
会
渡
辺
課
長（
以
下
、渡
辺
）

　

ま
ず
、
四
万
十
町
の
施
設
整
備

の
状
況
や
保
健
師
な
ど
の
人
数
、

活
動
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

中
尾
博
憲
四
万
十
町
長（
以
下
、中
尾
町
長
）

　

四
万
十
町
は
広
大
な
面
積
を
持

つ
た
め
、
住
民
の
身
近
な
場
所
で

あ
る
旧
町
村
単
位
に
本
庁
、
十
和

大
き
な
ま
ち
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

地
域
振
興
局
、
大
正
地
域
振
興
局

と
し
て
役
場
機
能
を
置
い
て
い
ま

す
。
十
和
地
域
に
は
国
保
十
和
診

療
所
に
併
設
し
て
十
和
保
健
セ
ン

タ
ー
が
、
大
正
地
域
に
は
国
保
大

正
診
療
所
と
大
正
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
、
地
域
医
療
と
一
体

に
な
っ
て
住
民
の
健
康
管
理
を
進

め
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
窪

川
地
域
で
は
新
し
く
で
き
た
本
庁

東
庁
舎
に
乳
幼
児
健
診
や
各
種
検

診
、
障
が
い
者
等
の
グ
ル
ー
プ
活

動
が
行
え
る
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
、

住
民
の
健
康
管
理
の
拠
点
と
し
て

機
能
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
直
営
し
て
お
り
、
本
庁
以
外
に

も
十
和
・
大
正
地
域
を
担
当
す
る

西
部
支
所
を
大
正
地
域
振
興
局
に

置
い
て
い
ま
す
。

　

保
健
師
は
現
在
11
人
で
、
本
庁

首長は語る
No.71 四万十町長 中

なか

 尾
お

 博
ひろ

 憲
のり

分
野
別
に
目
標
を
定
め
、健
康
増
進
計
画
の
実
現
に
取
り
組
む

ニ
ー
ズ
を
見
据
え
な
が
ら
支
援
の
充
実
を
図
る

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
で
受
診
率
の
向
上
を
め
ざ
す

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
事
業
を
進
め
る

渡
辺　

高
齢
化
対
策
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

中
尾
町
長　

本
町
は
、
26
年
12
月
末

現
在
で
高
齢
化
率
が
40･

２
％
と
な

り
、
今
後
も
さ
ら
な
る
高
齢
化
の

進
行
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
で
き
る
だ

け
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
各
種
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
事
業
で
は
、
窪
川
地

域
は
運
動
教
室
を
各
地
区
に
出

向
い
て
行
い
、
教
室
終
了
後
に
介

護
予
防
の
拠
点
と
な
る
運
動
自
主

グ
ル
ー
プ
活
動
や
宅
老
所
開
所
へ

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
大
正
・
十
和

地
域
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使

用
し
た
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
対
策
は
、
認
知
症
の
人
や

介
護
家
族
へ
の
理
解
の
輪
を
広
げ

る
た
め
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
や
専

門
職
へ
の
研
修
等
を
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
支
え
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
と
し
て
、
見
守
り
が
必
要

な
独
居
や
高
齢
者
世
帯
等
に
対

し
、
緊
急
時
連
絡
先
や
見
守
り
役

等
の
情
報
を
記
載
し
た「
安
心
カ
ー

ド
」
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
情
報
は
「
見
守
り
台
帳
」
と
し
て
、

区
長
・
民
生
委
員
・
警
察
・
消
防
・

社
協
・
役
場
（
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
）
で
共
有
し
、
緊
急
時
や

災
害
時
の
支
援
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
課
題
の
あ
る
個
別

事
例
は
、
関
係
機
関
と
連
携
を
取

り
チ
ー
ム
ケ
ア
に
よ
る
支
援
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
町
独
自
の
福
祉
タ

ク
シ
ー
・
バ
ス
事
業
、
在
宅
介
護

手
当
等
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

見
直
し
や
低
廉
な
生
活
支
援
住
宅

の
整
備
等
、
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
な

が
ら
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

渡
辺　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま

す
か
。

中
尾
町
長　

子
育
て
と
就
労
が
両

立
で
き
る
よ
う
、
保
育
に
関
す
る

各
種
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
ま

す
。
多
子
世
帯
の
子
育
て
に
関
す

る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、保
育
料
等
の
軽
減
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
高
校

生
ま
で
の
子
ど
も
３
人
以
上
を
養

育
し
て
い
る
世
帯
の
保
育
料
を

３
人
目
以
降
無
料
と
し
て
い
ま

す
。
県
の
３
歳
未
満
の
第
３
子
以

降
は
無
料
化
す
る
事
業
（
補
助
率

２
分
の
１
）
も
活
用
し
て
い
ま
す

が
、
本
町
単
独
で
３
歳
以
上
の
第

３
子
以
降
も
無
料
化
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
か
か
る
26

年
度
の
費
用
は
２
２
１
５
万
１
千

円
（
県
費
４
８
０
万
２
千
円
＋
町

費
１
７
３
４
万
９
千
円
）
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

町
内
の
保
育
施
設
（
町
立
８
、

渡
辺　

健
康
増
進
法
の
施
行
を
受
け

て
の
取
り
組
み
や
よ
さ
こ
い
健
康

プ
ラ
ン
21
な
ど
、
保
健
事
業
へ
の

取
り
組
み
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

中
尾
町
長　

本
町
の
第
１
期
健
康

増
進
計
画
は
、
22
年
度
か
ら
の
５

カ
年
計
画
と
し
て
策
定
し
て
お
り
、

26
年
度
は
第
２
期
計
画
と
し
て
計

画
の
四
つ
の
柱「
食
」、「
運
動
」、「
こ

こ
ろ
」、「
健
康
管
理
」
の
分
野
別

に
目
標
を
定
め
、
よ
り
一
層
実
践

的
な
も
の
と
し
ま
し
た
。

　

健
康
増
進
法
に
基
づ
く
健
康
教

育
や
健
康
相
談
、
訪
問
指
導
、
各

私
立
３
）
の
全
て
で
、
０
歳
児

（
生
後
３
カ
月
～
満
１
歳
児
）
保
育

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

待
機
児
童
が
発
生
し
な
い
よ
う
に

最
大
限
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

保
育
所
に
未
入
所
の
親
子
を
支

援
す
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も

設
置
し
て
お
り
、
定
期
的
な
親
子

サ
ー
ク
ル
や
育
児
相
談
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
入
所
の
必
要
が

な
い
家
庭
で
も
、
必
要
に
応
じ
て

保
育
が
受
け
ら
れ
る
「
一
時
預
か

り
事
業
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
」
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

27
年
度
か
ら
始
ま
る
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
」
に
基
づ
く

５
年
を
１
期
と
し
た
「
四
万
十
町

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

を
３
月
に
策
定
し
、
そ
の
事
業
計

画
に
沿
っ
て
粛
々
と
子
育
て
環
境

の
充
実
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

種
健
（
検
）
診
な
ど
に
つ
い
て
は
、

保
健
師
や
健
（
検
）
診
担
当
が
年

度
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
若
い
世
代
の
各
種
が
ん

検
診
の
受
診
率
向
上
が
課
題
で
す
。

受
診
勧
奨
の
方
法
や
休
日
健
（
検
）

診
の
拡
充
を
検
討
し
、
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
と
一
部
の
小
学

校
で
実
施
し
て
い
た
、
む
し
歯
予

防
の
フ
ッ
素
洗
口
事
業
を
、
27
年

度
か
ら
は
全
小
・
中
学
校
に
導
入

す
る
方
向
で
、
教
育
委
員
会
が
主

体
と
な
っ
て
学
校
と
保
護
者
へ
の

説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

渡
辺　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

中
尾
町
長　

四
万
十
町
で
は
、
20
年

４
月
に
第

１
期
「
特

定
健
康
診

査
等
実

施
計
画
」

を
策
定

し
、
生
活

習
慣
病
の

予
防
や
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
受
診
者
数
は
増
加
し
、
特
定

保
健
指
導
に
よ
り
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
備
軍
・
該
当
者

が
減
少
し
ま
し
た
が
、
計
画
目
標

に
は
届
い
て
い
な
い
た
め
取
り
組

み
を
見
直
し
、
25
年
度
か
ら
29
年

度
ま
で
を
第
２
期
と
し
た
計
画
を

策
定
し
、
引
き
続
き
受
診
率
の
向

上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
初
年
度

の
受
診
率
は
26･

２
％
で
、
翌
年
以

降
は
30
％
台
を
推
移
し
、
25
年
度

は
31･

９
％
と
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

25
年
度
か
ら
は
、
国
保
被
保
険
者

全
員
に
受
診
券
等
を
個
別
送
付
し
、

が
ん
検
診
と
併
せ
て
の
周
知
徹
底

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

集
団
健
診
は
高
知
県
総
合
保
健

協
会
に
委
託
し
、
５
月
か
ら
12
月

ま
で
町
内
各
地
区
を
巡
回
し
、
が

ん
検
診
と
の
セ
ッ
ト
健
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
11
月
と

12
月
の
日
曜
日
に
ひ
ろ
い
健
診
を

合同健診〔役場東庁舎〕
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実
施
し
、

平
日
は

仕
事
で

受
診
で

き
な
い

方
等
に

対
し
て

受
診
機

会
を
提

供
し
て

い
ま
す
。

新
し
い

取
り
組
み
と
し
て
は
、
集
団
健
診

後
、
未
受
診
者
に
電
話
で
の
受
診

勧
奨
を
行
い
、
健
診
内
容
の
説
明

や
受
診
の
必
要
性
、
医
療
分
野
の

国
か
ら
認
め
ら
れ
た
景
観
を

ま
ち
の
発
展
に
つ
な
げ
る

体
を
動
か
す
こ
と
と

地
域
の
野
菜
を

中
心
に
し
た

食
生
活
に
心
掛
け
る

丁
寧
な
対
応
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
変
わ
ら
ぬ

支
援
を
望
む

健
全
な
国
保
運
営
を
め
ざ
し
て

努
力
を
重
ね
る
こ
と
が
必
要

四
万
十
川
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
が
豊
か
な
ま
ち

増
え
続
け
る
介
護
保
険
給
付
費
の
適
正
化
が
大
き
な
課
題

質
問
・
相
談
等
に
も
対
応
し
、
受

診
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

特
定
保
健
指
導
は
、
動
機
づ
け

支
援
・
積
極
的
支
援
の
対
象
者
に

結
果
報
告
会
と
い
う
形
で
指
導
を

し
て
い
ま
す
。
対
象
者
の
約
８
割

の
方
に
面
接
で
の
結
果
説
明
と
生

活
指
導
を
行
い
、
継
続
的
な
指
導

を
希
望
す
る
方
に
は
生
活
改
善
の

案
を
一
緒
に
考
え
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
特
定
保
健
指
導
の
終
了

率
も
、
初
年
度
は
59･

６
％
と
高

か
っ
た
の
で
す
が
年
々
減
少
し
14･

４
％
ま
で
下
が
り
、
25
年
度
は
32･

５
％
に
何
と
か
持
ち
上
が
っ
て
き

ま
し
た
。
直
営
で
の
実
施
で
多
忙

な
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

個
別
健
診
の
対
象
者
に
は
、
希
望

者
に
利
用
券
を
発
行
し
、
契
約
機
関

で
の
特
定
保
健
指
導
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
ま
し
た
が
希
望
者
は
な
く
、

電
話
相
談
な
ど
で
の
対
応
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
、
個
別
健
診
受
診
者
の

保
健
指
導
を
ど
う
す
る
か
が
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
健
診
受
診

者
に
も
要
医
療
の
指
示
が
出
て
い

る
方
に
は
紹
介
状
を
発
行
し
、
早

期
受
診
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

指
導
し
て
い
ま
す
。

率
は
職
員
の
努
力
も
あ
り
年
々
向

上
し
て
い
ま
す
が
、
収
納
額
は
景

気
の
動
向
や
被
保
険
者
の
減
少
な

ど
に
よ
り
減
少
傾
向
で
、
実
質
的

な
収
支
は
毎
年
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
保
財
政
の
安
定
化
を
考

え
る
に
あ
た
り
、
や
む
を
得
ず
18

年
の
合
併
以
来
、
介
護
給
付
金
分

を
除
い
て
行
っ
て
い
な
か
っ
た
国

保
税
率
改
定
を
27
年
度
に
行
い
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
さ
ら
な
る
国
保
税
の

収
納
率
の
向
上
に
取
り
組
み
、
医

療
費
の
適
正
化
に
向
け
て
特
定
健

診
・
保
健
指
導
の
受
診
率
の
向
上

や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及

等
に
努
め
、
健
全
な
国
保
運
営
を

め
ざ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

て
こ
い
四
万
十
な
ど
も
好
評
を
得

て
い
ま
す
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て

は
鮎
漁
も
盛
ん
で
多
く
の
太
公
望

が
竿
を
垂
ら
し
ま
す
。

　

ま
た
、
伝
統
的
漁
法
の
火
振
り

漁
（
漁
期
：
７

月
～
10
月
中

旬
）
は
写
真
愛

好
家
に
も
人
気

で
、
毎
年
、
あ

ゆ
ま
つ
り
に
は

多
く
の
カ
メ
ラ

渡
辺　

現
在
、
四
万
十
町
で
取
り

組
む
学
術
・
産
業
・
観
光
な
ど
の

地
域
振
興
事
業
や
市
町
村
Ｐ
Ｒ
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

中
尾
町
長　

本
町
に
は
、「
図
書
館
」

と
「
美
術
館
」
を
併
設
し
た
施
設

が
あ
り
、
読
書
に
親
し
む
環
境
づ

く
り
や
絵
画
・
書
な
ど
の
収
蔵
作

品
展
な
ど
を
定
期
的
に
行
い
、
身

近
で
気
軽
に
芸
術
に
触
れ
ら
れ
る

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
住
民

の
誰
も
が
質
の
高
い
豊
か
な
文
化

的
生
活
が
営
め
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
は
21
年
２
月
に
文

化
財
と
し
て
価
値
の
あ
る
景
観「
重

渡
辺　

介
護
保
険
の
状
況
は
い
か

が
で
す
か
。

中
尾
町
長　

介
護
保
険
制
度
は
12

年
の
創
設
以
来
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

が
急
速
に
拡
大
し
、
高
齢
者
や
そ

の
家
族
を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て

必
要
不
可
欠
な
制
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

四
万
十
町
の
介
護
保
険
給
付
費
は
、

20
年
度
の
決
算
額
18
億
５
１
０
５
万

円
に
対
し
、
25
年
度
の
決
算
額
は

23
億
３
７
３
４
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

平
均
す
る
と
毎
年
約
１
億
円
の
伸
び

と
な
り
ま
す
。
併
せ
て
介
護
保
険
料

の
負
担
額
も
増
加
し
て
お
り
、
こ
の

適
正
化
を
ど
う
図
る
か
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、
通
所
介
護

事
業
所
が
町
内
に
11
カ
所
、
訪
問

介
護
事
業
所
が
８
カ
所
あ
り
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
が
３
カ
所
、
介
護
老
人
保

健
施
設
が
２
カ
所
あ
り
ま
す
。
ど

ち
ら
も
受
給
者
１
人
当
た
り
の
介

護
保
険
給
付
費
は
全
国
平
均
よ
り

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

渡
辺　

国
保
に
お
け
る
問
題
点
と
課

題
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

中
尾
町
長　

四
万
十
町
の
国
保
被

保
険
者
数
は
人
口
の
減
少
に
伴
い

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

65
歳
以
上
の
前
期
高
齢
者
数
は
増

加
し
、
被
保
険
者
数
に
占
め
る
割

合
は
40
％
を
超
え
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

医
療
の
高
度
化
お
よ
び
高
齢
化

に
伴
い
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費

は
年
々
増
加
し
、
25
年
度
の
保
険

給
付
費
は
前
年
度
よ
り
減
少
し
ま

し
た
が
、
26
年
度
の
前
年
同
月
比

は
数
百
万
円
単
位
で
増
加
し
、
財

政
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

国
保
会
計
は
、
国
保
税
の
収
納

マ
ン
が
訪
れ
ま
す
。
鮎
の
塩
焼
き
、

手
長
エ
ビ
料
理
、
天
然
ウ
ナ
ギ
な

ど
の
川
の
幸
や
温
泉
宿
も
あ
り
、

露
天
風
呂
や
部
屋
か
ら
四
万
十
川

を
眺
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
土
佐
湾
に
面
す
る
海
岸

部
に
は
、
白
砂
青
松
の
小
室
の
浜

に
隣
接
す
る
興
津
青
少
年
旅
行
村

が
あ
り
、
海
水
浴
場
の
穴
場
と
し

て
知
ら
れ
、
近
年
は
ダ
イ
ビ
ン
グ

等
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

渡
辺　

中
尾
町
長
ご
自
身
が
健
康

に
対
し
て
普
段
か
ら
気
を
付
け
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

中
尾
町
長　

体
を
動
か
す
こ
と
を

心
掛
け
筋
力
を
落
と
さ
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
１
日
に
１
時
間

は
歩
く
よ
う
に
し
て
、
予
定
が
な

い
と
き
は
雨
の
日
で
も
歩
き
ま
す
。

歩
い
て
い
る
時
間
は
自
分
の
時
間

で
も
あ
る
の
で
、
あ
い
さ
つ
な
ど

い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
る
と
あ
っ

と
い
う
間
に
１
時
間
が
過
ぎ
て
い

ま
す
。
食
事
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
野
菜
を
中
心
に
食
べ
て
い
ま
す
。

い
の
キ
ャ
ン
プ
場
や
遊
泳
、
川
舟

下
り
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
鮎
釣
り

な
ど
川
と
の
遊
び
も
豊
富
で
あ
り
、

ま
ち
を
挙
げ
て
観
光
客
を
迎
え
る

べ
く
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・

実
施
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
春

の
桜
マ
ラ
ソ
ン
や
秋
の
四
万
十
川

ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
に
は
全
国
か

ら
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
に
参
加
い

た
だ
き
、
国
内
で
最
初
に
取
り

組
ん
だ
こ
い
の
ぼ
り
の
川
渡
し
、

四
万
十
大
正
あ
ゆ
ま
つ
り
、
よ
っ

渡
辺　

四
万
十
町
の
特
色
あ
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

中
尾
町
長　

本
町
を
流
れ
る
四
万
十

川
は
、
幹
川
流
路
延
長
四
国
第
１

位
、
流
域
面
積
四
国
第
２
位
の
大

河
で
あ
り
、
全
長
１
９
６
㎞
の
う

ち
約
85
㎞
が
町
内
を
流
れ
て
い
ま

す
。
上
流
に
位
置
す
る
窪
川
地
区

で
は
開
放
感
の
あ
る
田
園
地
帯
を

緩
や
か
に
蛇
行
し
て
い
ま
す
が
、

大
正
地
区
と
十
和
地
区
で
は
穿
入

蛇
行
の
激
し
く
屈
曲
し
た
姿
を
見

せ
ま
す
。

　

四
万
十
川
に
は
四
季
を
通
じ
て

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
お
り
、

川
と
そ
れ
を
囲
む
自
然
を
満
喫
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
河
川
沿

要
文
化
的
景
観
―
四
万
十
川
中
流

域
の
農
山
村
と
流
通
・
往
来
―
」

の
選
定
を
国
か
ら
受
け
て
い
ま
す
。

以
降
、
保
存
・
管
理
に
は
努
め
て

い
ま
す
が
、
観
光
や
交
流
人
口
の

拡
大
と
い
っ
た
活
用
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
現
在
、
こ
の
選
定
区
域

を
撮
影
対
象
と
し
た
「
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
撮
影
期
間
13
カ
月
（
26
年
11

月
～
27
年
11
月
）、
賞
金
等
総
額

１
６
０
万
円
以
上
と
い
っ
た
実
施

要
綱
の
も
と
、
応
募
者
に
は
特
に

要
件
を
設
け
ず
、
町
内
外
や
県
外

か
ら
の
来
町
と
滞
在
、
撮
影
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

渡
辺　

今
後
、
国
保
連
合
会
に
望

む
事
業
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

中
尾
町
長　

国
保
連
合
会
に
は
、
日

ご
ろ
よ
り
国
保
事
業
に
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
業
務
に
支
援
を
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
多
岐
に

わ
た
る
事
務
処
理
が
円
滑
に
進
ん

で
い
る
の
は
、
職
員
の
皆
さ
ん
に

丁
寧
な
対
応
を
い
た
だ
い
て
い
る

お
か
げ
で
す
。

　

今
後
も
、
制
度
改
正
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

四万十町役場

四万十川
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56

道の駅
「あぐり窪川」

旧都築邸海洋堂ホビー館
四万十

こいのぼりの
川渡し

岩本寺

下津井
めがね橋

381

439

至 中土佐町

至 黒潮町
至 四万十市

至 四万十市

至 梼原町

1901（明治 34）年、実業家として手腕を発揮した都築
半平が建て、随所に土佐の伝統技術を駆使した様式が
用いられている。先の大戦後は宿泊施設に改修し「半
平旅館」として営業していた。平成 20 年、四万十町へと
寄贈され、同年に文化財的手法で修復された。旧都築
邸では、「古民家カフェ半平」を営業している。
■開館時間／ 8：30 ～ 17：00
　（カフェ営業時間 10：00 ～ 16：00）
■お問合せ／ TEL 050-8807-5075
　（古民家カフェ半平）

日本最後の清流が
流れるまち

いちおしスポット

1935（昭和 10）年に建設され、四万十川に現存する中で最も古く、
平成 12 年 12 月に国の登録文化財に指定された。夏場は子どもたち
にとっての川遊びの場であり、絶好の飛び込みスポットになる。

五尊の本尊を祭る四国霊場第 37 番の
札所。弘法大師七不思議伝説「三度
栗」「桜貝」「子安桜」「口なし蛭」「筆
草」「尻なし貝」「戸たでずの庄屋」が
伝えられる。1983（昭和 58）年に建立
された本堂拝殿には、全国アマ・プロに
よる板絵が天井に 575 枚飾られ、県内
外から多数の参拝者が訪れる。

廃校になった打井川小学校の体育館を改築し、23 年 7 月にオープン。
フィギュアの造形企画製作、販売を行う株式会社海洋堂のプラモデル
コレクションや最新フィギュア、有名造型師による恐竜から美少女まで、
さまざまなホビーを大量に展示している。

十和地区は日本におけるこいのぼりの川渡しの発祥の地。毎年、
４月中旬から５月の中旬にかけて色とりどり約 500 匹のこいのぼり
が四万十川の幅いっぱいに泳ぐ。

一 斗 俵 沈 下 橋

こいのぼりの川渡し

四万十川に現存する中で最も古い沈下橋

川幅いっぱいに元気に泳ぐこいのぼり

名前の「あぐり」は、英語で農業を意味するアグリカル
チャー（agriculture）から付けられた。四万十町窪川地
区自慢の食材が豊富にそろう。その中でも、窪川ポークを
使いあぐりで加工・販売される「豚まん」は人気の一品。

下
津
井
め
が
ね
橋

道
の
駅
「
あ
ぐ
り
窪
川
」

岩
本
寺

旧
都
築
邸

土
地
の
風
景
に
と
け
込
む

近
代
化
遺
産

海
洋
堂
ホ
ビ
ー
館
四
万
十

山
の
中
で
異
彩
を
放
つ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

窪
川
地
区
自
慢
の
食
材
が
豊
富
に
そ
ろ
う

四
国
霊
場

第
37
番
札
所

伝
統
様
式
を
今
に
残
す

正式名称は「佐川橋」といい、1944（昭
和 19）年ごろにトロッコ列車の軌道橋と
して造られた。県の近代化遺産に登録
されている。郷愁を誘う橋桁の優雅な
曲線は土地の風景にとけ込み、ノスタ
ルジックな姿を今にとどめている。

■営業時間／ 10：00 ～ 18：00（11 月～ 2 月は 17：00まで）
■定休日／毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌日）
　12 月 28 日～ 1 月 1 日　7 月 4 週～ 8 月は無休で会館
■料金／大人 800 円　小・中学生 400 円　就学児無料
■お問合せ／ TEL 0880-29-3355　■ URL ／ http://www.hobbykan.jp/

■営業時間／ 8：00 ～ 20：00（冬季 19：00まで）
■定休日／奇数月第 3 水曜日・3 月末日
■お問合せ／ TEL 0880-22-8848
■ URL ／ http://www.aguri-kubokawa.co.jp/

1

4

3

5
2

7

6
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の
調
整
は
日
ご
ろ
か
ら
非
常
に
大
事
で
あ
る
。

究
極
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
は
、
ど

う
し
た
ら
津
波
か
ら
逃
げ
ら
れ
る
か
。
津
波

は
高
い
と
こ
ろ
に
逃
げ
る
の
が
基
本
で
あ
り
、

そ
の
際
に
、弱
い
人
を
ど
う
や
っ
て
支
え
る
か
。

そ
れ
は
つ
な
が
り
や
思
い
や
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
に
求

め
ら
れ
る
の
は
、
総
合
医
の
養
成
と
地
域
包

括
医
療
・
ケ
ア
の
推
進
と
そ
の
評
価
で
は
な
い

か
と
思
う
。

研
究
発
表

　

研
究
発
表
で
は
、
医
師
部
門
か
ら
１
題
、

看
護
部
門
・
技
術
者
部
門
か
ら
各
４
題
の
計

９
題
の
発
表
を
行
っ
た
。

【
医
師
部
門
】

■
座
長

■
研
究
発
表
者

●
研
究
１
「
ハ
ナ
と
雪
の
女
王
～
経
鼻
内
視

鏡
検
査
導
入
の
試
み
～
」

味
で
も
、
地
域
で
総
合
医
は
極
め
て
大
事
で

あ
る
。
医
療
セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
10
年
、
地

域
包
括
・
ケ
ア
の
取
り
組
み
も
あ
り
涌
谷
町

の
医
療
費
は
適
正
化
が
図
ら
れ
て
き
た
。
地

域
包
括
・
ケ
ア
は
介
護
保
険
に
も
大
き
な
影

響
が
あ
り
、
涌
谷
町
の
25
年
の
高
齢
化
率
は

28･

５
％
、
そ
の
中
で
介
護
認
定
を
受
け
る
人

は
17･

６
％
。
全
国
の
高
齢
化
率
は
24･

１
％

で
介
護
認
定
率
は
17･

９
％
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
包
括
・
ケ
ア
の
構
築
は
医
療
と
介
護
に

お
け
る
費
用
と
保
険
料
を
適
正
化
し
、
介
護

認
定
率
の
低
下
や
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な

が
る
。
そ
し
て
、
そ
の
地
域
包
括
・
ケ
ア
の

展
開
に
は
総
合
医
が
必
要
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
は
２
０
１
１
年
３
月
11

日
に
発
生
、
行
方
不
明
者
を
合
わ
せ
て

１
万
９
千
人
弱
の
人
が
亡
く
な
っ
た
。
停
電
、

通
信
遮
断
は
１
５
４
時
間
、
断
水
は
３
１
９

時
間
続
い
た
。
電
気
は
も
っ
と
も
早
く
復
旧

す
る
イ
ン
フ
ラ
と
聞
い
て
い
た
が
、
復
旧
に
１

週
間
を
要
し
、
電
気
に
依
存
し
て
い
る
こ
と

を
非
常
に
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
飲
み
水
が
な

い
の
も
困
る
が
、
電
気
が
な
い
と
浄
化
槽
が

動
か
な
い
た
め
下
水
が
流
せ
な
い
、
こ
れ
が
非

常
に
困
る
。
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に

も
公
衆
衛
生
は
非
常
に
大
事
で
あ
る
。

　

震
災
を
と
お
し
て
感
じ
た
の
は
、リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
は
非
常
に
重
要
で
、
き
ち
ん
と
地
域
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー

開
会
式

　

学
会
は
、
今
西
芳
彦
・
高
知
県
国
保
地
域

医
療
推
進
協
議
会
会
長
（
本
山
町
長
）
の
主

催
者
あ
い
さ
つ
で
開
会
し
、
３
人
の
来
賓
が
祝

辞
を
述
べ
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ

高
知
県
国
保
地
域
医
療
推
進
協
議
会

会
長　

今
西　

芳
彦

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

理
事
長　

塩
田　

始

来
賓
祝
辞

高
知
県
健
康
政
策
部
国
保
指
導
課

課
長　

伊
藤　

博
昭 

氏

全
国
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会

会
長　

青
沼　

孝
徳 

氏

（
宮
城
県
涌
谷
町
町
民
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
）

高
知
医
療
セ
ン
タ
ー

病
院
長　

武
田　

明
雄 

氏

優
秀
研
究
発
表
表
彰

　

続
い
て
前
回
開
催
の
第
27
回
高
知
県
国
保

地
域
医
療
学
会
に
お
け
る
優
秀
研
究
者
を

表
彰
し
た
。

被
表
彰
者

四
万
十
市
国
民
健
康
保
険
西
土
佐
診
療
所

所
長　

西
村　

光
太
郎 

氏

優
秀
研
究

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
て
―
職
員

と
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
西
土
佐

診
療
所
の
防
災
訓
練
―
」

特
別
講
演

「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
涌
谷
町

町
民
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

と
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
の
有
用
性
」

全
国
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会

会
長　

青
沼　

孝
徳 

氏

（
宮
城
県
涌
谷
町
町
民
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
）

　

高
知
県
で
は
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
と
津
波
へ
の
対

策
を
立
て
て
い
る
。
こ
れ
は
非

常
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

そ
こ
で
、
私
の
経
験
が
少
し
で
も
役
に
立
て

ば
と
思
い
「
涌
谷
町
に
お
け
る
地
域
包
括
医

療
・
ケ
ア
の
取
り
組
み
」
と
「
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
の
有
用

性
」
に
つ
い
て
話
し
た
い
。

　

大
震
災
等
の
災
害
時
、
地
域
包
括
医
療
・

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
大
変
有
用
で
あ
る
。
地
域

包
括
・
ケ
ア
は
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

そ
の
も
の
で
あ
る
。
宮
城
県
に
あ
る
涌
谷
町

は
、
人
口
１
万
７
３
２
４
人
、
５
９
６
７
の
世

帯
が
あ
る
（
26
年
３
月
31
日
現
在
）。
私
が

赴
任
し
た
１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
は
、
ま

ち
に
初
め
て
の
公
的
な
病
院
を
作
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
町
民
と
ど
ん
な
目
標
を
持
っ
て
作

る
か
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
。
町
民
の
理

想
は
「
涌
谷
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
、
住
ん
で

み
た
い
」
と
思
わ
れ
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
た

め
に
は
、
病
院
を
作
る
だ
け
で
は
な
く
、
町

民
が
自
分
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
、
家
族
で

役
割
を
分
か
ち
合
い
、
地
域
が
手
を
取
り
合

う
地
域
包
括
・
ケ
ア
の
考
え
方
を
持
つ
こ
と

が
必
要
と
説
明
し
、
こ
れ
を
医
療
セ
ン
タ
ー

の
基
本
方
針
と
し
て
活
動
し
て
き
た
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
は
１
２
１
床
、
常
勤
医
師

は
９
人
と
少
な
い
が
、
医
師
が
専
門
性
を
持

ち
な
が
ら
総
合
的
に
幅
広
く
診
療
を
す
る
こ

と
で
上
手
く
動
か
せ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意 地域の実情に応じた

災害医療を考える
地域包括医療のさらなる発展をめざして

第 28回高知県国保地域医療学会

仁淀川町国民健康保険
大崎診療所

所長
沖　勇一 

（医師部会副部会長）

総合司会

　平成27年２月28日、高知県国保地域医療推進協議会と本会との共催により、高知市の高知医療センターにお
いて『これからの地域包括医療・ケア—地域を守る災害医療—』をメインテーマに、第28回高知県国保地域医療
学会を開催。地域保険としての国民健康保険の理念に則り、地域医療の実践の方途を探求し、相互に研鑚を図る
ことを目的に、県内の国保直営診療施設等の医師や看護師など、国保関係者１７６人が参加した。

梼原町立
国民健康保険

梼原病院
副院長

藤原  学

佐川町立高北
国民健康保険病院

院長

和田  幸久
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
『
こ
れ
か
ら
の
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア

―
地
域
を
守
る
災
害
医
療
―
』

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、『
こ
れ
か
ら

の
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
―
地
域
を
守
る
災

害
医
療
―
』
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト
が
日

ご
ろ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
発

表
を
行
い
、
発
表
後
は
活
発
な
議
論
を
繰
り

広
げ
た
。

【
看
護
部
門
】

■
座
長

■
研
究
発
表
者

●
研
究
２
「
高
知
県
糖
尿
病
療
養
指
導
士
認

定
機
構
（
Ｃ
Ｄ
Ｅ
高
知
）
の
設
立
に
お
け
る

幡
多
地
域
で
の
普
及
育
成
と
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｊ
の
役

割
」

●
研
究
３
「
当
院
に
お
け
る
病
棟
看
護
師
が

行
う
退
院
支
援
の
現
状
」

●
研
究
４
「
長
期
継
続
し
て
い
る
体
操
教
室

参
加
者
の
体
力
測
定
結
果
の
考
察
に
つ
い

て
」

●
研
究
５
「
災
害
訓
練
に
お
け
る
緊
急
参
集

時
の
課
題
～
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
使
用
し

て
～
」

【
技
術
者
部
門
】

■
座
長

■
研
究
発
表
者

●
研
究
６
「
大
正
診
療
所
防
災
活
動
地
域

の
災
害
医
療
の
向
上
～
み
ん
な
で
逃
げ

る
、
み
ん
な
で
助
か
る
～
」

●
研
究
７
「
災
害
を
知
り
災
害
に
挑
む
～

西
土
佐
診
療
所
な
ら
で
は
の
訓
練
は
続

く
～
」

●
研
究
８
「
外
部
評
価
を
受
け
て
変
わ
っ

た
感
染
症
対
策
」

●
研
究
９
「
国
保
診
療
所
で
「
パ
ワ
ー
リ

ハ
教
室
」
を
実
施
し
て
（
第
２
報
）
～

10
年
間
の
ま
と
め
～
」

いの町立国民健康保険
仁淀病院

総看護師長

北村  喜美子
（看護部会長）

四万十町
健康福祉課
総括技幹

小野川  恵利
（看護部会副部会長）

四万十市国民健康保険
四万十市立市民病院

看護師

岡上  則子
（ＣＤＥＪ）

佐川町立高北国民健康
保険病院

継続看護担当看護師

岡原  史佳

大月町
保健介護課

保健師

押川  麻美

四万十市国民健康保険
四万十市立市民病院

看護師

澤田  梢

本山町立国民健康保険
嶺北中央病院

主任放射線技師

安岡  俊挙
（技術者部会長）

四万十町国民健康保険
大正診療所

診療放射線技師

大川  剛史
（技術者部会副部会長）

四万十町
国民健康保険
大正診療所

診療放射線技師

大川  剛史

四万十市
国民健康保険
西土佐診療所
管理栄養士

篠田  知佐

梼原町立
国民健康保険

梼原病院
臨床検査技師

神明  峰代

四万十町
国民健康保険
大正診療所
理学療法士

長森  誠二

『
支
え
あ
い
、
絆
で
つ
な
ぐ
安
心
・

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
～
高
知
県
い

の
町
の
取
り
組
み
～
』

高
知
県
吾
川
郡
い
の
町

町
長　

塩
田　

始 

氏

　
い
の
町
は
、16
年
10
月
に
伊
野
町・

吾
北
村
・
本
川
村
の
３
町
村

が
合
併
し
て
誕
生
し
た
。

地
域
の
人
と
の
交
流
を
一

つ
の
小
さ
な
拠
点
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

26
年
３
月
現
在
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は

33･

01
％
、
２
０
２
５
年
に
は
要
支
援
者
と
な
り

う
る
75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
５
０
８
２
人
に
な
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
地
域
福
祉
計
画
の
中
で
は

要
支
援
者
へ
の
対
策
を
重
視
し
、
５
年
ほ
ど
前
よ

り
要
援
護
者
名
簿
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

障
害
の
あ
る
方
の
緊
急
時
の
連
絡
先
や
就
寝
時

の
場
所
が
把
握
で
き
る
地
図
も
制
作
す
る
と
い
っ

た
福
祉
活
動
を
進
め
て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
は
97･

17
％
、吾
北・

本
川
地
区
で
は
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
。
き
ち

ん
と
し
た
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
、
自
助
・

共
助
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
て
い
る
。

　

災
害
時
医
療
救
護
計
画
と
し
て
は
、
拠
点
病

院
で
あ
る
仁
淀
病
院
で
の
災
害
対
策
を
考
え
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
。
誰
も
が
24
時
間
48
時
間

と
続
け
て
診
療
は
不
可
能
な
た
め
、
医
師
・
看

護
師
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
と
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
産
科
婦
人
科
の
な
い
い

の
町
に
と
っ
て
は
、
他
市
町
村
と
の
連
携
も
考
え

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
２

か
所
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
自
家
発
電
装
置
を

設
置
し
て
い
る
。
防
災
ヘ
リ
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
な

ど
の
ジ
ェッ
ト
燃
料
の
確
保
、
大
量
に
必
要
と
な

る
水
を
提
供
す
る
た
め
の
浄
水
装
置
の
設
置
も

検
討
し
て
い
る
。

　

被
害
を
想
定
し
た
上
で
予
防
的
整
備
を
行
い
、

災
害
を
未
然
に
あ
る
い
は
少
な
く
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

『
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
対
す

る
西
土
佐
診
療
所
の
取
り
組
み
ー

山
間
部
の
孤
立
に
備
え
て
ー
』

四
万
十
市
国
民
健
康
保
険
西
土
佐
診
療
所

所
長　

西
村　

光
太
郎 

氏

　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
以

降
、
西
土
佐
診
療
所
で

は
管
理
栄
養
士
を
先

頭
に
震
災
に
対
す
る

取
り
組
み
を
始
め
た
。
中
山
間
地
で
あ
る
西
土

佐
地
域
は
土
砂
災
害
や
道
路
の
寸
断
に
よ
る
混

乱
が
予
想
さ
れ
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
重
症
患

者
等
は
速
や
か
に
高
次
機
能
病
院
に
搬
送
さ
れ

る
が
そ
れ
も
ま
ま
な
ら
ず
、
外
か
ら
の
迅
速
な

支
援
も
期
待
し
に
く
い
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
寸
断
、
施
設
や
職
員
の
被
災
な
ど
、
医
療
需

要
の
増
加
に
か
か
わ
ら
ず
医
療
供
給
に
大
き
な

支
障
を
来
す
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

　

診
療
所
と
し
て
の
備
え
に
は
、
職
員
の
訓
練

と
施
設
の
整
備
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
災
害
時
行
動
計

画
の
作
成
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
想
定
外
の
事

態
に
対
応
で
き
る
柔
軟
性
も
求
め
ら
れ
る
。
最

終
目
標
は
、
住
民
の
被
災
を
少
な
く
し
て
、
あ

る
程
度
自
分
で
対
処
で
き
る
こ
と
、
ま
た
傷
病

者
を
受
け
入
れ
る
力
量
を
少
し
で
も
高
め
る
こ

と
、
搬
送
が
必
要
な
方
の
対
応
や
被
災
後
の
住

民
の
健
康
管
理
が
で
き
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　

対
策
の
推
進
役
と
し
て
、
診
療
所
職
員
の
中

に
以
前
か
ら
の
１
人
と
、
26
年
度
に
新
規
２
人

の
防
災
士
が
誕
生
し
た
。
こ
の
３
人
を
中
心
に
、

全
職
員
一
丸
と
な
り
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

『
地
元
で
活
動
す
る
地
域
災
害
支

援
ナ
ー
ス
育
成
への
取
り
組
み
』

公
益
社
団
法
人
高
知
県
看
護
協
会

常
任
理
事　

秦　

菅 

氏

　

高
知
県
看
護
協
会
（
以
下
、
看
護
協
会
）
は
、

21
年
２
月
27
日
に
県
お
よ
び
全
市
町
村
と
「
災

害
時
の
医
療
救
護
活
動
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
、
24
年
度
よ
り
「
災

害
看
護
体
制
の
強
化
と
推

進
」
を
重
点
事
業
に
、
人

材
育
成
や
体
制
・
マ
ニュ
ア
ル
の
整
備
、
他
職
種
や

地
域
と
の
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

災
害
時
は
地
域
資
源
を
活
用
し
た「
総
力
戦
」

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
25
年
度
に
「
地
域

災
害
支
援
ナ
ー
ス
」
の
育
成
研
修
の
実
施
と
登

録
体
制
を
整
え
た
。
地
域
災
害
支
援
ナ
ー
ス
と

は
、
主
に
県
内
で
発
生
し
た
広
域
災
害
に
お
い
て

支
援
活
動
を
行
う
看
護
職
で
あ
る
。
交
通
状
況

等
に
よ
り
所
属
機
関
に
着
任
で
き
な
い
看
護
職

や
未
就
業
看
護
職
者
が
地
元
や
最
寄
り
の
救
護

病
院
や
避
難
所
な
ど
に
駆
け
付
け
、
医
療
支
援

等
に
当
た
る
。

　

育
成
研
修
は
、
被
災
時
の
応
急
対
応
や
被
災

者
の
生
活
支
援
に
必
要
な
知
識
・
技
術
の
習
得

を
め
ざ
し
て
い
る
。
ま
た
、
研
修
場
所
は
海
沿
い

や
中
山
間
な
ど
県
内
５
カ
所
で
開
催
し
、
そ
の

地
域
で
の
災
害
の
特
徴
や
近
隣
市
町
村
の
災
害
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
び
、
地
元
の
看
護
職
と

情
報
交
換
を
し
て
い
る
。
災
害
時
、
す
ぐ
に
行

動
で
き
る
よ
う
「
地
域
災
害
ナ
ー
ス
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
作
成
し
、
地
域
災
害
支
援
ナ
ー
ス
と

し
て
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
看
護
の
質
の
向
上
を
め

ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

27
年
１
月
時
点
で
初
回
研
修
受
講

者
４
８
９
人
、
継
続
研
修
受
講
者
32

人
、
地
域
災
害
支
援
ナ
ー

ス
登
録
者
は
２
２
１
人

と
な
っ
て
い
る
。

KOCHIKEN
KOKUHO CHIIKI
IRYO GAKKAI

『
こ
れ
か
ら
の
地
域
包
括
医
療・ケ
ア
―
地
域
を
守
る
災
害
医
療
―
』

テーマ

パネルディスカッション

パネリスト

パネリスト

パネリスト

本山町立国民健康保険
嶺北中央病院

院長

佐野　正幸
（医師部会長）

座 長
全国国民健康保険
診療施設協議会

会長

青沼　孝徳 氏
（宮城県涌谷町町民医療

福祉センター長）

助言者

1112 vol.322 vol.322



高知市保険医療課・健康増進課のみなさん

面積　308.99 ｋ㎡
人口　337,412 人
国保被保険者数　79,212 人
高齢化率　26.7％

（平成 26 年 12 月末現在）

高知城は国の重要文化財に指定されています

あ
り
、
四
国
南
部
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し

て
い
ま
す
。西
方
と
北
方
に
は
山
岳
が
巡
り
、

東
方
に
は
肥ひ

よ
く沃

な
美
田
、
南
方
は
浦
戸
湾
を

経
て
太
平
洋
に
面
し
ま
す
。

　

南
国
ら
し
い
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
自
然

に
育
ま
れ
た
新
鮮
な
食
材
の
宝
庫
で
、
定
期

的
に
街
路
市
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
追
手
筋

か
ら
高
知
城
に
向
か
っ
て
1.3
㎞
に
わ
た
っ
て

連
な
る
「
日
曜
市
」
で
は
朝
採
れ
の
野
菜
や

干
物
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
出
会
え
ま
す
。

手
探
り
で
生
活
習
慣
病
予
防・

重
症
化
予
防
対
策
を
行
う

　

市
に
は
保
健
所
が
あ
り
、
保
健
事
業
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
で

も
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て
の
保
健
事
業

を
報
告
し
ま
す
。

　

20
年
度
に
特
定
健
診
が
開
始
さ
れ
て
以

降
、
本
市
で
は
国
保
部
門
で
あ
る
保
険
医
療

課
が
特
定
健
診
を
、
健
康
増
進
課
（
旧
・
健

康
づ
く
り
課
）
が
保
健
指
導
を
担
当
し
て
お

り
、
歴
代
の
担
当
者
は
健
診
受
診
率
の
低
迷

や
特
定
保
健
指
導
の
利
用
率
の
低
さ
に
悩
ん

で
き
ま
し
た
。
本
市
の
国
保
の
１
人
当
た
り

医
療
費
は
、
24
年
度
の
36
万
２
千
円
か
ら
25

年
度
は
37
万
３
千
円
へ
と
増
加
し
て
お
り
、

今
後
も
増
加
し
て
い
く
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
24
年
度
に
健
康
づ
く
り
計
画
を
作

る
中
で
、
高
知
市
の
50
～
60
歳
代
の
男
性
は

心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
、
腎
不
全
で
死
亡
す

る
割
合
が
全
国
に
比
べ
て
高
い
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
、
重
点
施
策
と
し
て
生
活
習
慣
病

予
防
の
取
り
組
み
を
開
始
し
、
兵
庫
県
尼
崎

市
や
山
口
県
下
関
市
へ
先
進
地
視
察
に
行
き

ま
し
た
。

　

25
年
９
月
に
「
専
門
職
の
仕
事
術
～
健
診

か
ら
始
ま
る
健
康
づ
く
り
～
」
と
題
す
る
研

修
会
が
あ
り
、
国
保
部
門
と
保
健
衛
生
部
門

が
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
講
師

の
方
が「
連
携
で
は
な
く
役
割
分
担
が
大
事
」

と
説
明
し
て
い
ま
し
た
。
今
振
り
返
れ
ば
、

こ
の
と
き
が
生
活
習
慣
病
対
策
が
医
療
費
や

介
護
給
付
費
の
適
正
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を

部
署
や
職
種
の
異
な
る
職
員
同
士
で
共
有
す

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
11
月

に
は
、
保
険
医
療
課
の
事
務
職
と
健
康
づ
く

り
課
の
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
が
新
潟
県
上

越
市
を
視
察
し
、
健
診
結
果
説
明
会
の
見
学

や
担
当
者
と
の
情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

視
察
先
で
は
、
要
介
護
状
態
に
至
る
理
由

を
分
析
し
、
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
に

役
立
て
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
高
知
市
で

も
理
由
を
分
析
し
て
み
る
と
、
要
介
護
度
が

重
度
に
な
る
ほ
ど
脳
血
管
疾
患
で
認
定
を
受

け
る
者
の
割
合
が
高
く
、
年
代
が
若
く
な
る

ほ
ど
脳
血
管
疾
患
で
認
定
を
受
け
る
割
合
が

高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ORANKU NO HOKENJIGYO

九反田堀川沿いの桜並木は市内でも指折りのお花見スポットです

土佐が生んだ維新の英雄、坂本龍馬

日曜市では、にぎやかな土佐弁が飛び交います

五台山からの夜景は中・四国の三大夜景に数えられます

高知市
Vol.71

黒
潮
踊
る
雄
大
な
太
平
洋
と
緑

豊
か
な
山
々
に
囲
ま
れ
た
県
都

　

高
知
市
は
、
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
４

月
、
近
郊
の
49
市
町
村
を
合
わ
せ
て
市
制
を

施
行
し
、以
降
数
度
の
合
併
を
行
い
ま
し
た
。

17
年
１
月
に
は
土
佐
山
村
・
鏡
村
と
、
20
年

１
月
に
は
春
野
町
と
合
併
し
現
在
の
姿
と
な

り
ま
し
た
。

　

黒
潮
踊
る
雄
大
な
太
平
洋
と
緑
豊
か
な

山
々
に
囲
ま
れ
た
人
口
約
34
万
人
の
県
都
で

二つの課が
役割分担して進める
生活習慣病予防
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二
つ
の
課
で
役
割
分
担
を
し
、

生
活
習
慣
病
予
防・重
症
化
予

防
を
推
進

　

26
年
度
、
機
構
改
革
に
よ
り
保
険
医
療
課

に
保
健
師
が
配
置
さ
れ
、
生
活
習
慣
病
対
策

や
医
療
費
適
正
化
に
向
け
て
専
門
職
が
専
従

で
き
る
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
健
康

増
進
課
の
管
理
栄
養
士
と
保
健
師
の
各
１
人

が
保
険
医
療
課
の
兼
務
職
員
と
な
り
ま
し

た
。
両
課
は
、
毎
月
の
定
例
会
の
他
で
も
、

常
に
情
報
共
有
を
し
な
が
ら
業
務
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
・
保
健
指
導
事
業
は
、
職
員
そ

れ
ぞ
れ
が
使
命
感
と
責
任
感
を
持
っ
て
取
り

組
む
こ
と
で
効
果
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

新
た
な
事
業
、40
歳
代
健
診・

結
果
説
明
会
に
取
り
組
む

　

26
年
度
、
特
定
健
診
受
診
率
が
特
に
低
い

若
い
世
代
が
継
続
し
て
健
診
を
受
診
す
る

き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
、
40
～
45

歳
の
方
を
対
象
に
、
特
定
健
診
と
が
ん
検
診

を
セ
ッ
ト
に
し
た
集
団
健
診
と
健
診
結
果
説

明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
健
診

で
は
、
特
定
保
健
指
導
対
象
者
の
割
合
は
全

体
の
15
％
程
度
で
し
た
が
、
今
回
の
受
診
者

（
40
～
45
歳
）
で
は
40
％
の
人
が
保
健
指
導

対
象
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
健
診
を
受
診
し
た
40
歳
の
Ａ
さ
ん

は
尿
糖
＋
で
し
た
。
健
診
当
日
の
保
健
指
導

で
生
活
習
慣
の
話
を
伺
い
、
推
測
さ
れ
る
血

管
の
状
態
を
説
明
す
る
と
、
本
人
は
危
機
感

を
感
じ
、
そ
の
日
か
ら
野
菜
の
摂
取
量
を
増

や
し
飲
酒
を
や
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
後
日

の
個
別
保
健
指
導
で
は
、
健
診
結
果
に
つ
い

て
説
明
し
、
医
療
機
関
の
受
診
を
勧
め
る
と

と
も
に
生
活
習
慣
に
お
け
る
改
善
点
を
一
緒

に
考
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
医
療
機
関
を

受
診
し
、栄
養
指
導
も
受
け
る
予
定
と
な
り
、

早
期
治
療
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
検
査
値
が
示
す
意
味
や
推

測
さ
れ
る
血
管
の
状
態
等
を
説
明
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
体
に
関
心
を
持
ち
、
生
活
習
慣

を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
方
も
多
く
、

支
援
の
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

高
知
市
の
生
活
習
慣
病
に
か
か
る

課
題
と
こ
れ
か
ら
の
保
健
事
業

　

26
年
度
か
ら
は
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ

Ｄ
Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
等
を
活
用
し
た
現
状
分
析

お
よ
び
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
策
定
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
保
連
合
会

に
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ

ム
等
を
活
用
し
、
高
知
市
の
生
活
習
慣
病
に

ORANKU NO HOKENJIGYO

関
す
る
保
健
事
業
へ
と
展
開
す
る
も
の
で

す
。
国
立
保
健
医
療
科
学
院
の
横
山
先
生
や

国
保
連
合
会
の
保
健
師
の
指
導
に
よ
り
徐
々

に
現
状
分
析
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
モ
デ
ル
事
業
で
、
三
つ
の
現
状
と
課

題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

①
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防

　

特
定
健
診
の
問
診
と
健
診
デ
ー
タ
を
ク
ロ

ス
分
析
し
た
結
果
、
早
食
い
が
肥
満
の
過
剰

発
生
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
、
肥
満
と
多

量
飲
酒
が
高
血
圧
症
の
過
剰
発
生
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
等
の
特
徴
が
分
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
関
係
は
若
い
世
代
ほ

ど
影
響
が
大
き
い
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
高
知
市
の
生
活
習

慣
病
に
対
す
る
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ

ロ
ー
チ
（
※
）
の
一
つ
と
し
て
、
早
食
い
の

改
善
に
よ
る
肥
満
予
防
お
よ
び
適
正
飲
酒
に

よ
る
高
血
圧
症
の
予
防
に
向
け
た
取
り
組
み

を
重
点
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防

　

レ
セ
プ
ト
に
虚
血
性
心
疾
患
が
あ
る
40
～

69
歳
の
人
を
分
析
し
た
結
果
、
約
３
割
の
人

は
虚
血
性
心
疾
患
の
発
症
前
に
高
血
圧
症
や

脂
質
異
常
症
等
の
生
活
習
慣
病
の
治
療
歴
が

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

特
定
健
診
の
結
果
で
、
血
圧
や
血
糖
・
腎
機

能
で
医
療
機
関
の
受
診
が
必
要
な
人
を
対
象

と
し
た
保
健
指
導
を
重
点
的
に
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状

が
な
い
ま
ま
重
症
化
し
て
し
ま
う
た
め
、
特

定
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
啓
発
し
、
健
診
受
診
率
向
上
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

③
他
保
険
と
の
連
携

　

レ
セ
プ
ト
に
脳
卒
中
（
脳
梗
塞
、
脳
内
出

血
、
く
も
膜
下
出
血
）
が
あ
る
人
で
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
人
を
分
析
す
る
と
、
初
回

の
介
護
認
定
時
に
被
用
者
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
が
４
割
以
上
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
被
用
者
保
険
と
協

働
し
、
行
政
（
地
域
保
健
）
の
役
割
を
明
確

に
し
て
保
健
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

継
続
し
た
健
康
づ
く
り
が
で
き

る
環
境
の
整
備
が
重
要

　

生
活
習
慣
病
予
防
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
市
民
が
継
続
し
て
健
康
づ
く
り
を
実
践

で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
26
年
度
末
か
ら
「
高
知
市
生
活
習
慣
病

予
防
に
関
す
る
協
議
会
」
を
設
置
し
、
関
係

者
と
と
も
に
高
知
市
の
現
状
、
課
題
を
共
有

し
、
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
一
人
一
人
の
市
民
が
自
分
に
合
っ
た
健

康
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
み
も
進

め
て
い
き
ま
す
。

参加者の生活習慣の特徴を盛り込んだ内容になるよう
心掛けています

高知市の現状を知るために、話し合いを重ねました

国保連合会の支援のもとデータ分析を進めました国立保健医療科学院の横山先生の指導を受け、
生活習慣病に係る課題が明確になりました

健診会場の食生活改善推進委員のコーナー、野菜の
重さ当てクイズや料理の試食は大好評です

KDBシステムのデータ等を用いて、健診・医療・
介護について分析しました

個別保健指導では、一人一人の生活習慣
を把握し改善の支援をします

後期高齢者には、低栄養状態や介護予防
について説明します

構造図を用いて検査値から推測される血管の
状態について説明します

健診結果を基に一人一人の
構造図を作成します

健診風景

※
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ

集
団
全
体
を
対
象
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
全
体
と
し

て
疾
患
発
生
の
リ
ス
ク
を
下
げ
て
い
く
手
法
。
こ

れ
に
対
し
、
疾
患
を
発
生
し
や
す
い
高
い
リ
ス
ク

を
持
っ
た
人
を
対
象
に
絞
り
対
処
し
て
い
く
手
法

を
「
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
い
う
。
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元
気
散
策
！

こ
の
ま
ち
か
ら
の
笑
顔
だ
よ
り

奈
半
利
町

北
東
に
野
根
山
を
望
み
、

起
伏
に
富
ん
だ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

海
と
山
に
囲
ま
れ
、

見
渡
す
限
り
の
大
自
然
郷
。

美
し
い
太
平
洋
と
数
々
の
滝
、

点
在
す
る
旧
跡
や
寺
院

由
緒
あ
る
民
家
や
町
並
み

自
然
と
歴
史
が
美
し
く

融
合
す
る
ま
ち
奈
半
利
町
で

あ
た
た
か
い
笑
顔
に

出
会
い
ま
し
た
。

「
自
分
が
納
得
で
き
る
も
の
を
」

お
客
さ
ん
に

気
持
ち
良
く
使
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に

N A H A R I  T O W N

奈
半
利
町
で
三
代
続
く

畳
屋
を
訪
ね
る

　

奈
半
利
町
は
、
高
知
市
か
ら

東
へ
約
50
㎞
、
県
東
部
に
位
置

す
る
。
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、

施
設
園
芸
が
盛
ん
な
ま
ち
で
は
、

高
品
質
な
ナ
ス
や
ス
イ
カ
な
ど

が
多
く
生
産
さ
れ
て
い
る
。
日

本
有
数
の
木
材
の
ま
ち
と
し
て

発
展
を
遂
げ
、
現
在
は
林
業
の

近
代
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

14
年
７
月
に
開
通
し
た
、
土

佐
く
ろ
し
お
鉄
道
「
ご
め
ん
・

な
は
り
線
」
の
終
・
始
発
駅
に

当
た
り
、
近
年
は
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど

の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
整

備
さ
れ
、
離
岸
堤
で
は
、
群
生

し
た
美
し
い
サ
ン
ゴ
を
鑑
賞
す

る
サ
ン
ゴ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
が
楽

し
め
る
。

　

そ
の
奈
半
利
町
に
お
い
て
、

大
寺
畳
店
を
営
み
、
３
代
目
と

な
る
大
寺
秀
人
さ
ん
を
訪
ね
た
。

確
か
な
技
術
と
気
遣
い
が

込
め
ら
れ
た
畳

　

大
寺
畳
店
は
、
大
寺
さ
ん
の

祖
父
が
奈
半
利
町
で
始
め
た
も

の
で
、
現
在
は
大
寺
さ
ん
が
一

人
で
切
り
盛
り
し
て
い
る
。

　

畳
製
作
の
技
術
は
父
親
の
故
・

康
雄
さ
ん
か
ら
受
け
継
い
だ
。

身
近
に
あ
っ
た
畳
作
り
と
は
い

え
、
自
分
の
仕
事
に
す
る
と
な

る
と
訳
が
違
う
。
高
校
卒
業
し

て
す
ぐ
に
こ
の
道
に
入
り
、
父

親
の
仕
事
を
そ
ば
で
見
て
習
い
、

技
術
を
身
に
着
け
た
。

　

大
寺
さ
ん
は
畳
製
作
一
級
技

能
士
の
認
定
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
は
実
技
・
学
科
試
験
を
通

し
て
認
め
ら
れ
た
技
術
者
に
与

え
ら
れ
る
国
家
資
格
で
、
一
級

が
最
高
位
に
当
た
る
。
そ
の
実

技
試
験
に
お
い
て
は
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
畳
製
作
の
全
て

の
工
程
を
手
縫
い
で
仕
上
げ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　

現
在
、
畳
を
作
る
に
当
た
っ

て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
工
程
は
機

械
を
用
い
て
作
ら
れ
る
が
、
一

つ
一
つ
の
工
程
の
意
味
を
知
っ

た
上
で
作
ら
れ
る
大
寺
さ
ん
の

畳
は
、
確
か
な
技
術
と
知
識
に

裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

使
う
人
へ
の
気
遣
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

日
本
で
生
ま
れ
た

「
畳
」の
文
化

　

日
本
文
化
と
な
っ
て
い
る
も

の
の
多
く
は
、
中
国
大
陸
か
ら

入
っ
て
き
た
も
の
が
大
半
を
占

め
る
が
、
畳
は
日
本
で
生
ま
れ

た
。
現
存
す
る
も
っ
と
も
古
い

畳
は
奈
良
時
代
の
も
の
と
言
わ

れ
、「
御
ご
し
ょ
う
の
た
た
み

床
畳
」
と
い
う
木
製
の

台
の
上
に
置
か
れ
た
も
の
が
奈

良
県
東
大
寺
の
正
倉
院
に
保
管

さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
畳
と

は
少
し
異
な
る
。

　

四
季
折
々
の
表
情
を
見
せ
る

日
本
の
気
候
に
合
わ
せ
て
進
歩

を
遂
げ
て
き
た
畳
。
畳
に
使
用

さ
れ
る
イ
グ
サ
に
は
吸
湿
効
果

が
あ
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
何
よ
り

日
本
で
産
声
を
上
げ
た
も
の
だ

か
ら
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人

は
畳
の
あ
る
部
屋
に
い
る
と
落

ち
着
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

地
域
で
異
な
る
畳
の

大
き
さ
と
高
知
県
の
特
徴

　

畳
は
畳た

た
み
ど
こ床

と
畳
表
、
畳
縁
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
畳
床
に

は
稲
わ
ら
を
使
用
し
て
い
た
が
、

現
在
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
使

用
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
そ

の
方
が
軽
く
て
金
額
も
少
し
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

畳
の
サ
イ
ズ
は
地
方
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
呼
び
方

も
違
う
。
江
戸
間
は
88
・
０
㎝
×

１
７
６･

０
㎝
と
な
り
、
中
京
間

は
91･

０
㎝
×
１
８
２･

０
㎝
で
愛

知
県
や
岐
阜
県
等
で
使
用
さ
れ

使い込まれた作業道具

製作途中の畳。畳作りには正確な技術が必要とされる。

匠
の
技
術
を
守
り
続
け
る
大
寺
秀
人
さ
ん
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る
。
高
知
県
で
使
用
さ
れ
る
京

間
は
本ほ
ん
け
ん
ま

間
間
や
関
西
間
と
も
言

わ
れ
、
近
畿
や
中
・
四
国
、
九

州
で
使
用
さ
れ
、
サ
イ
ズ
も
一

番
大
き
く
95･

５
㎝
×
１
９
１･

０
㎝
に
な
る
。

　

特
に
高
知
県
の
畳
に
は
特
徴

が
あ
り
、
半
畳
の
畳
を
作
ら
ず

に
７
分
の
畳
を
用
い
る
。
４
畳

半
の
部
屋
で
あ
れ
ば
、
１
畳
の

畳
３
枚
と
７
分
の
畳
２
枚
を
用

い
て
４
畳
半
を
仕
上
げ
る
。

　

大
寺
さ
ん
は
主
に
九
州
産
の

イ
グ
サ
を
使
っ
て
い
る
が
、
最

近
で
は
、
高
知
県
産
の
イ
グ
サ

を
使
用
し
た
畳
表
「
土
佐
表
・

龍
馬
」
を
売
り
始
め
て
い
る
。

畳
の
手
入
れ
で
大
事
な

こ
と
は
こ
ま
め
な
掃
除

　

畳
を
手
入
れ
す
る
に
あ
た
り
、

大
事
な
こ
と
は
掃
除
を
こ
ま
め

に
す
る
こ
と
。
掃
除
機
を
か
け

る
だ
け
で
よ
く
、
特
に
新
し
い

畳
は
カ
ビ
が
出
や
す
い
た
め
、

気
に
掛
け
て
ほ
し
い
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
畳
は
そ
の
部
屋
に
合

わ
せ
た
寸
法
で
作
ら
れ
、
敷
き

方
も
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
畳

を
上
げ
た
こ
と
に
よ
っ
て
元
に

戻
せ
な
く
な
っ
た
場
合
は
気
軽

に
声
を
掛
け
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
。
そ
れ
が
他
の
畳
屋
が
仕
上

げ
た
部
屋
で
あ
っ
て
も
、
同
業

者
な
ら
で
は
の
知
識
で
元
に
戻

す
こ
と
も
可
能
だ
そ
う
だ
。

当
た
り
前
の
延
長
に
あ
る

客
の
満
足
を
求
め
る

　

大
寺
さ
ん
の
仕
事
を
す
る
上

で
の
こ
だ
わ
り
は
、
自
分
は
「
こ

れ
が
で
き
る
」
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
は
な
く
、
畳
屋
と
し
て
必

要
な
技
術
や
知
識
を
自
分
の
も

の
と
し
た
上
で
、
そ
の
自
身
が

持
っ
て
い
る
も
の
を
出
し
惜
し

み
な
く
発
揮
し
、
畳
や
そ
の
部

屋
を
仕
上
げ
る
こ
と
。
自
身
が

納
得
で
き
る
も
の
を
客
に
提
供

で
き
る
よ
う
に
日
々
の
仕
事
に

向
き
合
っ
て
い
る
。

　
「
畳
屋
を
し
て
い
る
以
上
、
部

屋
に
合
わ
せ
た
畳
を
敷
く
こ
と

は
当
た
り
前
の
こ
と
や
き
、
お

客
さ
ん
に
気
持
ち
良
く
使
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
そ
こ
は
こ

だ
わ
っ
て
い
き
た
い
」。
自
分
の

仕
事
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
職
人

の
顔
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

日
本
の
誇
る
文
化
と

匠
の
技
術
を
守
り
続
け
て

ほ
し
い

　

日
本
人
の
畳
離
れ
に
よ
り
、

畳
に
携
わ
る
業
者
は
減
少
し
て

お
り
、
高
知
県
も
例
外
で
は
な

い
。
し
か
し
、
畳
の
文
化
は
日

本
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、

日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
文
化

を
語
る
に
お
い
て
も
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
部
分
で
は
な
い

か
と
思
う
。
近
年
で
は
、
畳
の

持
つ
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
な
ど
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
誇

る
文
化
で
あ
る
畳
が
こ
れ
か
ら

も
続
い
て
い
く
よ
う
、
匠
の
技

術
を
守
り
続
け
て
ほ
し
い
。

スローガン

会
員
の
力
を
結
集
し

楽
し
く
進
め
よ
う
地
域
の
健
康
づ
く
り

高
知
県
在
宅
保
健
活
動
者

な
で
し
こ
の
会

　

26
年
度
第
２
回
目
と
な
る
研
修
会
を
、

１
月
15
日
に
高
知
市
の
市
町
村
共
済
会
館

に
お
い
て
開
催
し
、
会
員
21
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
初
め
に
、
国
保
連
合
会
大
藤
事

務
局
長
か
ら
「
最
近
の
国
保
情
勢
～
国
保

等
の
医
療
費
・
介
護
給
付
費
等
の
動
向
」

に
つ
い
て
話
題
提
供
が
あ
り
、
高
知
大
学

医
学
部
家
庭
医
療
学
講
座
、
阿
波
谷
敏
英

教
授
の
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療

－

高

知
県
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
現
状
と

課
題

－

」
の
講
演
の
後
、
な
で
し
こ
の

会
の
活
動
状
況
や
課
題
の
報
告
を
行
い
ま

し
た
。
阿
波
谷
教
授
は
、
高
齢
化
と
人
口

減
少
社
会
、
多
死
社
会
と
終
末
期
医
療
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
医
学
生
の
人

材
育
成
に
つ
い
て
、
高
知
県
の
現
状
や
課

題
、
高
知
県
の
将
来
の
姿
等
を
詳
し
く
説

明
さ
れ
、
参
加
者
一
同
、
日
ご
ろ
の
健
康

の
維
持
増
進
の
大
切
さ
を
自
分
の
こ
と
と

し
て
再
認
識
し
、
自
分
の
健
康
づ
く
り
と

併
せ
て
、
会
員
活
動
と
し
て
で
き
る
取
り

組
み
を
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

○
第
30
回「
な
で
し
こ
の
会
」研
修
会
報
告

○
幡
多
地
区
連
絡
会

　

27
年
３
月
25
日
に
四
万
十
市
の
新

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十
に
お
い
て
、

幡
多
地
区
連
絡
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
連
絡
会
で
は
な
で
し
こ
の
会
活

動
の
充
実
を
目
的
に
、
幡
多
地
域
の

会
員
と
の
情
報
交
換
や
、
遠
隔
地
の

た
め
参
加
が
難
し
い
研
修
会
等
の
伝

達
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
幡

多
地
区
に
は
、
17
人
（
保
健
師
11
人
・

栄
養
士
２
人
・
看
護
師
４
人
）
の
会

員
が
い
ま
す
が
、
当
日
加
入
し
た
新

会
員
も
含
め
、
８
人
の
参
加
が
あ
り
、

秋
田
会
長
か
ら
第
30
回
研
修
会
の
伝

達
、
事
務
局
か
ら
は
、
な
で
し
こ
の

会
活
動
に
つ
い
て
現
状
や
課
題
に
つ

い
て
報
告
し
、
幡
多
地
区
会
員
か
ら

は
、「
な
か
な
か
高
知
市
ま
で
は
行
け

な
い
の
で
、
年
に
１
回
は
ぜ
ひ
、
連

絡
会
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。
こ
ち
ら

で
も
、
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
協
力

し
た
い
。」
と
の
意
見
も
い
た
だ
き
充

実
し
た
連
絡
会
と
な
り
ま
し
た
。

■会員状況
（Ｈ 27.3 月末現在）

会員数：88 人
　保健師：66
　看護師：８
　准看護師：１

　管理栄養士：７
　栄養士：４
　歯科衛生士：１
　理学療法士：１
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大寺畳店大寺畳店

奈半利

493

●
奈半利
町役場

●
奈半利
町役場 訪ねた元気人

大
おおてら

寺　秀
ひでひと

人さん

「大寺畳店」
高知県安芸郡
奈半利町乙1764番地
電話／0887-38-4827

●お問い合わせ

気遣い込めて作業に取り組む大寺さん

出し惜しみなく
力を発揮して、
畳や部屋を仕上げる

高知県産ブランド「土佐表・龍馬」

19vol.322



国保連合会 2 月通常総会

新年度事業計画・予算を原案どおり認定・可決

保険者ならびに県民から信頼される
国保連合会をめざす

本会では、平成 27 年度事業計画および予算を定める「２月通常総会」を２月 27 日、高知市
の高知共済会館で開催。26 会員の出席のもと、報告事項６件および審議事項 53 議案などを

厳正に審議し、原案どおり認定・可決した。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
事
業
功
労
者
理
事
長
表
彰

国
保
事
業
の
運
営
発
展
に

貢
献
し
て
き
た
９
氏
が

そ
の
栄
誉
に
輝
く

　

本
会
議
前
に
は
、
平
成
26
年
度
国
民

健
康
保
険
事
業
功
労
者
理
事
長
表
彰
を

行
い
、
被
表
彰
者
に
対
し
、
塩
田
始
理

事
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ

れ
た
。

〈
被
表
彰
者
〉（
敬
称
略
）

国
保
運
営
協
議
会
委
員

（
在
職
15
年
以
上
）

	

藤
原　

一
紫
（
南
国
市
）

国
保
直
営
診
療
施
設
に
勤
務
す
る
職
員

（
在
職
20
年
以
上
）

	

濵
田　

江
利
子
・
下
元　

里
織

	

宮
脇　

好　
　

・
安
岡　

友
貴

	

川
村　

寿
美
子
・
山
本　

富
貴

　
　
　
　
　
　
　
（
い
の
町
立
仁
淀
病
院
）

国
保
審
査
委
員
会
委
員

（
在
職
10
年
以
上
）

	

大
串　

文
隆
・
小
林　

道
也

保
険
者
支
援
を
強
化
し
、
負
託

に
応
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
く

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
塩

田
始
理
事
長
（
い
の

町
長
）
は
厚
生
労

働
省
が
国
保
保
険

者
の
都
道
府
県
単
位
化
を
30
年

度
か
ら
と
す
る
方
針
を
決
定
し
た

こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
で
の
保
険
者
支
援
制
度
と
し
て

の
１
７
０
０
億
円
、
高
齢
者
医
療
に
お
け

る
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
総
報
酬
割
の
実

施
に
伴
い
生
じ
る
１
７
０
０
億
円
、
総
額

３
４
０
０
億
円
の
公
費
投
入
を
行
い
国
保

の
構
造
的
問
題
解
消
を
図
る
こ
と
、
財
政

安
定
化
基
金
の
創
設
に
向
け
て
27
年
度
は

２
０
０
億
円
を
措
置
す
る
こ
と
が
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　

本
会
は
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）

シ
ス
テ
ム
の
活
用
や
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
事

業
等
に
よ
る
保
険
者
支
援
を
強
化
し
、
引

き
続
き
保
険
者
の
負
託
に
応
え
る
よ
う
努

力
し
て
い
く
と
述
べ
た
。

関
係
機
関
が
連
携
を
密
に
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
重
要

　

来
賓
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
高
知
県
健
康

政
策
部
の
弘
田
均
副
部
長
が
演
台
に
立
ち
、

医
療
保
険
制
度
が
大
き
な
変
革
の
時
期
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
各
保
険
者

に
は
医
療
費
適
正
化

に
向
け
た
さ
ら
な
る

取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
、
そ
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、

国
保
連
合
会
が
果
た
す
役
割
は
今
ま
で
以

上
に
重
要
に
な
る
と
述
べ
た
。

　

次
に
、
県
が
取
り
組
む
「
日
本
一
の
健

康
長
寿
県
構
想
」
に
つ
い
て
説
明
し
、
毎

年
行
う
見
直
し
に
お
い
て
、
今
回
は
、「
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
や
課
題
を
検

証
し
構
想
の
実
現
を
め
ざ
す
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
前
述
の
医
療
保
険
制
度
改
革
へ
の

対
応
を
は
じ
め
と
す
る
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
に
お
い
て
、
市
町
村
や
国
保
連
合
会
、

医
療
機
関
等
関
係
者
と
の
連
携
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
訴
え
、
よ
り
一
層
の
協
力

を
呼
び
掛
け
た
。

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
認
定
・

可
決

　

本
会
議
で
は
、
議
長
に
戸
梶
眞
幸
・
日

高
村
長
を
選
出
し
、
議
事
録
署
名
人
に
法

光
院
晶
一
・
香
美
市
長
と
竹
内
強
・
芸
西

村
長
、
池
田
洋
光
・
中
土
佐
町
長
を
指
名
。

報
告
事
項
６
件
と
審
議
事
項
53

議
案
を
厳
正
に
審
議

し
、
全
議
案
を
原
案

ど
お
り
認
定
・
可
決

し
た
。

高知県国民健康保険団体連合会
理事長　塩田　始

高知県健康政策部
副部長　弘田　均 氏

日高村長
戸梶　眞幸 氏

来賓議長

代表して謝辞を述べる藤原一紫氏

１　

報
告
事
項

報
告
第
１
号　

会
務
報
告
書（
平
成
26
年
７
月
23
日
～
平
成
27
年

２
月
19
日
）

報
告
第
２
号　

中
間
監
査
報
告
書

報
告
第
３
号　

事
務
所
建
設
検
討
委
員
会
報
告

報
告
第
４
号　

平
成
26
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会
計

（
審
査
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
１
号
）理

事
専
決
処
分
報
告

報
告
第
５
号　

平
成
26
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会
計

（
審
査
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
２
号
）理

事
専
決
処
分
報
告

報
告
第
６
号　

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
等
損
害
賠
償
請
求

事
務
共
同
処
理
特
別
会
計
歳
入
歳
出
補
正
予
算

（
第
１
号
）理
事
専
決
処
分
報
告

２　

審
議
事
項

議
案
第
１
号　

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
事
務
局
組

織
規
則
の一部
を
改
正
す
る
規
則
議
案

議
案
第
２
号　

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
保
険
者
等

事
務
電
子
計
算
共
同
処
理
規
則
の一
部
を
改
正
す

る
規
則
議
案

議
案
第
３
号　

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
規
則
の一
部
を
改
正
す
る
規
則

議
案

議
案
第
４
号　

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
職
員
給
与

規
則
の一部
を
改
正
す
る
規
則
議
案

議
案
第
５
号　

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬

審
査
支
払
規
則
の一部
を
改
正
す
る
規
則
議
案

議
案
第
６
号　

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬

等
審
査
支
払
特
別
会
計
経
理
規
則
の一
部
を
改
正

す
る
規
則
議
案

議
案
第
７
号　

積
立
金
の
処
分
議
案

議
案
第
８
号　

平
成
26
年
度
一般
会
計
歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
１

号
）

議
案
第
９
号　

平
成
26
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会
計

（
審
査
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
３
号
）

議
案
第
10
号　

平
成
26
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会
計

（
公
費
支
払
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
１

号
）

議
案
第
11
号　

平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
関
係
業
務

特
別
会
計（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第

１
号
）

議
案
第
12
号　

平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
関
係
業
務

特
別
会
計（
公
費
支
払
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予
算

（
第
１
号
）

議
案
第
13
号　

平
成
26
年
度
保
険
者
等
事
務
電
子
計
算
共
同
処

理
特
別
会
計
歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
１
号
）

議
案
第
14
号　

平
成
26
年
度
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業・高
額

医
療
費
共
同
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
補
正
予
算

（
第
１
号
）

議
案
第
15
号　

平
成
26
年
度
介
護
保
険
事
業
関
係
業
務
特
別
会
計

（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
１
号
）

議
案
第
16
号　

平
成
26
年
度
介
護
保
険
事
業
関
係
業
務
特
別
会

計（
介
護
公
費
支
払
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予
算

（
第
１
号
）

議
案
第
17
号　

平
成
26
年
度
障
害
者
総
合
支
援
法
関
係
業
務
等

特
別
会
計（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第

１
号
）

議
案
第
18
号　

平
成
26
年
度
国
保
高
齢
者
医
療
制
度
円
滑
導
入

基
金
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
２

号
）

議
案
第
19
号　

平
成
26
年
度
特
定
健
康
診
査・特
定
保
健
指
導
等

事
業
特
別
会
計（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予
算

（
第
１
号
）

議
案
第
20
号　

平
成
26
年
度
事
務
所
建
設
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
補
正
予
算（
第
１
号
）

議
案
第
21
号　

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
職
員
の
厚
生

資
金
貸
付
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
議
案

議
案
第
22
号　

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
準
備
金
積

立
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
議
案

議
案
第
23
号　

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
国
保
総
合
シ

ス
テ
ム
積
立
金
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
議
案

議
案
第
24
号　

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
後
期
高
齢

者
医
療
請
求
支
払
シ
ス
テ
ム
積
立
金
規
則
を
廃
止

す
る
規
則
議
案

議
案
第
25
号　

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
保
険
者
事

務
支
援
シ
ス
テ
ム
積
立
金
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

議
案

議
案
第
26
号　

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
シ

ス
テ
ム
積
立
金
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
議
案

議
案
第
27
号　

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
職
員
退
職

手
当
積
立
金
経
理
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
議
案

議
案
第
28
号　

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
障
害
介
護

給
付
費
支
払
シ
ス
テ
ム
積
立
金
規
則
を
廃
止
す
る

規
則
議
案

議
案
第
29
号　

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
特
定
健
診

等
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
積
立
金
規
則
を
廃
止
す

る
規
則
議
案

議
案
第
30
号　

平
成
27
年
度
事
業
計
画
制
定
議
案

議
案
第
31
号　

平
成
27
年
度
一般
会
計
歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
32
号　

平
成
27
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会
計

（
審
査
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
33
号　

平
成
27
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会
計

（
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
支
払
勘
定
）歳
入
歳

出
予
算

議
案
第
34
号　

平
成
27
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会
計

（
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
診
療
報
酬
支
払
勘

定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
35
号　

平
成
27
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会
計

（
出
産
育
児
一
時
金
等
に
関
す
る
支
払
勘
定
）歳
入

歳
出
予
算

議
案
第
36
号　

平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
関
係
業
務

特
別
会
計（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
37
号　

平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
関
係
業
務

特
別
会
計（
後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
支
払
勘

定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
38
号　

平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
関
係
業
務

特
別
会
計（
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
診
療
報
酬

支
払
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
39
号　

平
成
27
年
度
運
営
資
金
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予

算

議
案
第
40
号　

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
等
損
害
賠
償
請
求

事
務
共
同
処
理
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
41
号　

平
成
27
年
度
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業・高
額

医
療
費
共
同
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
42
号　

平
成
27
年
度
保
険
者
協
議
会
関
係
業
務
特
別
会

計
歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
43
号　

平
成
27
年
度
職
員
退
職
手
当
特
別
会
計
歳
入
歳

出
予
算

議
案
第
44
号　

平
成
27
年
度
介
護
保
険
事
業
関
係
業
務
特
別
会
計

（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
45
号　

平
成
27
年
度
介
護
保
険
事
業
関
係
業
務
特
別
会
計

（
介
護
給
付
費
等
支
払
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
46
号　

平
成
27
年
度
介
護
保
険
事
業
関
係
業
務
特
別
会

計（
公
費
負
担
医
療
等
に
関
す
る
報
酬
等
支
払
勘

定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
47
号　

平
成
27
年
度
障
害
者
総
合
支
援
法
関
係
業
務
等

特
別
会
計（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
48
号　

平
成
27
年
度
障
害
者
総
合
支
援
法
関
係
業
務
等

特
別
会
計（
障
害
介
護
給
付
費
支
払
勘
定
）歳
入

歳
出
予
算

議
案
第
49
号　

平
成
27
年
度
障
害
者
総
合
支
援
法
関
係
業
務
等

特
別
会
計（
障
害
児
給
付
費
支
払
勘
定
）歳
入
歳

出
予
算

議
案
第
50
号　

平
成
27
年
度
国
保
高
齢
者
医
療
制
度
円
滑
導
入

基
金
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
51
号　

平
成
27
年
度
特
定
健
康
診
査・特
定
保
健
指
導
等

事
業
特
別
会
計（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
52
号　

平
成
27
年
度
特
定
健
康
診
査・特
定
保
健
指
導
等

事
業
特
別
会
計（
特
定
健
診・特
定
保
健
指
導
等

費
用
支
払
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
53
号　

平
成
27
年
度
特
定
健
康
診
査・特
定
保
健
指
導
等

事
業
特
別
会
計（
後
期
高
齢
者
健
診
等
費
用
支
払

勘
定
）歳
入
歳
出
予
算
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の
最
終
的
な
支
え
手
（
ラ
ス
ト
リ

ゾ
ー
ト
）
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
」

（
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議

報
告
書
）
で
あ
る
。

１
９
６
１
年
以
来
の
大
改
革

を
迎
え
る
国
保
制
度

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
保
の
こ
の

半
世
紀
余
り
に
わ
た
る
歩
み
は
苦

難
の
連
続
で
あ
っ
た
。
60
年
代
、

70
年
代
に
は
高
度
経
済
成
長
に
よ

る
産
業
構
造
の
変
化
の
直
撃
を
受

け
、
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
農

民
人
口
が
激
減
し
た
。
本
格
的
な

高
齢
社
会
と
な
っ
た
90
年
代
以
降

は
無
職
者
（
年
金
受
給
者
）
が

急
増
し
た
。
加
え
て
、
近
年
の
非

正
規
雇
用
者
の
増
大
な
ど
が
国
保

の
被
保
険
者
の
低
所
得
化
と
高
年

齢
化
を
招
き
、
そ
の
財
政
基
盤
は

大
き
く
揺
ら
い
で
き
た
。
追
い
打

ち
を
か
け
る
か
の
よ
う
に
少
子
化
、

社
会
移
動
に
よ
る
地
域
の
人
口
減

が
加
わ
って
い
る
。

社
会
保
障
改
革
の
工
程
管
理
を

し
て
い
る
の
が
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
」

（
13
年
12
月
成
立
）
で
あ
り
、
同

法
の
規
定
に
従
って
14
年
に
は
医
療

介
護
総
合
確
保
推
進
法
の
成
立
を

見
た
。
15
年
は
医
療
保
険
制
度
の

改
正
の
年
と
さ
れ
る
。

　

２
月
20
日
の
社
会
保
障
審
議
会

医
療
保
険
部
会
に
「
持
続
可
能
な

医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め

の
国
民
健
康
保
険
法
等
の一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
」
が
示
さ
れ
た
。

法
律
名
が
示
す
よ
う
に
国
保
の
財

政
の
安
定
化
が
法
改
正
の
中
心
と

な
って
い
る
。
18
年
度
か
ら
都
道
府

県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な

り
、
国
保
運
営
に
中
心
的
な
役
割

を
担
い
、
制
度
の
安
定
化
を
図
る

も
の
だ
。１
９
６
１
年
の
皆
保
険
は
、

国
保
の
保
険
者
を
市
町
村
と
し
、

そ
の
実
施
を
義
務
化
し
て
達
成
し

た
。
以
来
、
半
世
紀
以
上
が
経
過

し
た
が
、
今
回
の
改
正
は
61
年
以

来
の
大
改
革
だ
。

皆
保
険
維
持
に
向
け
た
改

革
の
実
現
を
期
待
す
る

　

都
道
府
県
が
財
政
運
営
を
引
き

受
け
る
た
め
に
は
、
公
費
拡
充
に

よ
る
財
政
基
盤
の
強
化
が
不
可
欠

で
あ
る
。
国
は
、
14
年
度
に
実
施

し
た
低
所
得
者
向
け
の
保
険
料
軽

減
措
置
の
拡
充
（
約
５
０
０
億
円
）

に
加
え
、
毎
年
約
３
４
０
０
億

円
の
財
政
支
援
の
拡
充
等
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
公
費

３
４
０
０
億
円
は
、
現
在
の
国
保
の

保
険
料
の
総
額
（
約
３
兆
円
）
の

１
割
を
超
え
る
規
模
で
あ
り
、
被

保
険
者
１
人
当
た
り
約
１
万
円
の

財
政
改
善
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

地
域
住
民
と
身
近
な
関
係
に
あ

る
市
町
村
は
、
引
き
続
き
重
要
な

役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
資
格
管
理
、
保
険
給
付
、
保

険
料
率
の
決
定
、
賦
課
・
徴
収
、

保
健
事
業
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
き

め
細
か
い
事
業
を
担
う
の
で
あ
る
。

　

医
療
・
介
護
の
持
続
可
能
性
が

問
わ
れ
る
中
、
今
回
の
医
療
保
険

制
度
改
正
は
、
皆
保
険
の
維
持
の

た
め
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改

革
を
中
心
に
据
え
た
。
こ
の
改
革

が
実
を
結
び
、
わ
が
国
の
医
療
保

険
制
度
の
発
展
に
新
た
な
歴
史
が

刻
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

記
事
提
供　

社
会
保
険
出
版
社

財
政
健
全
化
に
お
い
て
最
重

要
課
題
と
さ
れ
る
社
会
保

障
の
抑
制

　

２
０
１
４
年
11
月
の
安
倍
首
相

の
決
断
に
よ
り
、
消
費
税
の
10
％
へ

の
引
き
上
げ
は
１
年
半
先
送
り
さ

れ
た
。
他
方
、
２
０
２
０
年
度
ま

で
に
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
黒

字
に
す
る
と
い
う
財
政
健
全
化
目

標
の
達
成
は
堅
持
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
道
筋
は
15
年

の
夏
ま
で
に
明
ら
か
に
す
る
と
、
先

の
総
選
挙
で
公
約
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
消

費
税
率
10
％
か
ら
さ
ら
に
先
の
姿

を
描
く
必
要
が
あ
る
と
の
声
が
上

が
る
と
と
も
に
、
財
政
健
全
化
の

達
成
の
た
め
に
は
社
会
保
障
の
抑

制
こ
そ
が
本
丸
だ
と
の
指
摘
が
各

方
面
か
ら
続
い
て
い
る
。
例
え
ば
、

伊
藤
元
重
教
授
は
、
社
会
保
障

費
の
「
異
常
な
伸
び
」
は
放
置
で

き
な
い
と
す
る
（
14
年
12
月
４
日
、

日
経
新
聞
「
経
済
教
室
」）。

国
民
皆
保
険
制
度
を
支
え

る
国
民
健
康
保
険

　　

政
府
の
社
会
保
障
給
付
費
の
将

来
推
計
に
よ
れ
ば
、
２
０
２
５
年

度
ま
で
に
社
会
保
障
給
付
費
は
１

･

36
倍
と
な
る
が
、
分
野
別
に
見
る

と
、
年
金
の
伸
び
は
鈍
化
（
１･

12

倍
）
し
、
医
療
と
介
護
は
伸
び
が

大
き
い
（
そ
れ
ぞ
れ
１･

54
倍
、
２

･

34
倍
）
と
さ
れ
る
。
社
会
保
障

の
抑
制
の
立
場
か
ら
は
、
医
療
と

介
護
が
中
心
課
題
と
な
る
。

　

10
年
10
月
か
ら
検
討
が
開
始
さ

れ
た
社
会
保
障
と
税
の一体
改
革
の

枠
組
み
の
下
で
、
社
会
保
障
改
革

が
進
行
中
だ
。
12
年
８
月
に
成
立

し
た
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法

第
６
条
に
お
い
て
は
、
医
療
保
険

制
度
改
革
の
基
本
方
針
と
し
て
皆

保
険
の
維
持
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

皆
保
険
に
つ
い
て
の
国
民
の
支
持
は

大
き
く
、
そ
れ
を
否
定
す
る
論
議

は
ほ
と
ん
ど
な
い
し
、
そ
の
維
持
を

う
た
わ
な
い
政
党
は
な
い
。
皆
保

険
の
維
持
は
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス

と
いって
よ
い
。

　

こ
の
皆
保
険
制
度
は
、
被
用
者

保
険
に
加
入
す
る
な
ど
し
て
い
る
者

（
08
年
４
月
か
ら
は
75
歳
以
上
の

者
も
加
わ
る
）
を
除
き
、
全
て
の

者
を
加
入
さ
せ
る
国
保
が
受
け
皿

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い

る
。
ま
さ
に
「
国
民
皆
保
険
制
度

随

想
こくほ

国
民
健
康
保
険
制
度
の

歴
史
的
な
転
換
点
に
立
っ
て

中　

村 　

秀　

一

S
y

u
i

c
h

i
 

N
a

k
a

m
u

r
a

随

想
こくほ

一般社団法人医療介護福祉政策研究フォーラム理事長 /国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科教授

/同大学院国際医療福祉総合研究所所長

東京大学法学部卒業。1973年厚生省（現厚生労働省）入省（社会局老人福祉課配属）。1981～84年在スウェーデン日本国大使館勤務。1984～86年厚生省保険局医療課課長補佐

（診療報酬改定に従事）。1987～89年北海道庁出向（水産部国際漁業課長、漁政課長）。1990年～厚生省で老人福祉課長、年金課長、保険局企画課長、大臣官房政策課長などを経

る。2001年1月厚生労働省大臣官房審議官（医療保険、医政担当）。2002年8月厚生労働省老健局長。2005年8月～08年7月厚生労働省社会・援護局長。2008年9月～10年9月社

会保険診療報酬支払基金理事長。2010年10月～14年2月内閣官房社会保障改革担当室長（2012年10月～13年8月社会保障制度改革国民会議事務局長兼任）。2012年1月～一

般社団法人医療介護福祉研究フォーラム理事長。2012年4月～国際医療福祉大学大学院教授（医療福祉学研究科）。2013年4月～同大学院国際医療福祉総合研究所所長。

Writer 's Profi leS y u i c h i  N a k a m u r a中 村  秀 一

2324 vol.322 vol.322



　

本
会
で
は
１
月
29
日
、
高
知
市
の
共
済

会
館
に
お
い
て
「
第
１
回
保
健
事
業
支
援
・

評
価
委
員
会
」
を
開
催
し
、
委
員
５
人
、

支
援
対
象
保
険
者
の
担
当
者
４
人
が
出
席

し
た
。

　

近
年
、
レ
セ
プ
ト
等
の
電
子
化
の
進
展
や

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
進

ん
で
い
る
。
国
は
全
保
険
者
に
対
し
、
被
保

険
者
の
健
康
保
持
・
増
進
の
た
め
の
事
業

計
画
と
し
て
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
の
策

定
を
進
め
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
保
険
者
に

は
、
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
被
保
険
者
の
リ
ス

ク
別
に
応
じ
た
保
健
事
業
の
展
開
や
、
被

保
険
者
全
体
に
対
す
る
健
康
づ
く
り
の
働
き

か
け
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
保

険
者
で
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、「
国

保
・
後
期
高
齢
者
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

と
し
て
全
国
の
国
保
連
合
会
に
「
保
健
事

業
支
援
・
評
価
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。

「
国
保
・
後
期
高
齢
者
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
事

業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
た
保
健
事
業
支

援
を
目
的
と
し
、
希
望
保
険
者
に
は
、
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
等
の
策
定
お
よ
び
計
画
実
施

過
程
に
関
す
る
助
言
、
保
健
事
業
の
評
価

を
し
て
い
く
こ
と
が
委
員
会
の
役
割
と
な
っ

て
い
る
。

　

今
回
が
初
開
催
と
な
る
委
員
会
で
は
、

初
め
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
本
会
の
大
野

政
彦
・
常
務
理
事
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
そ

の
後
、
事
務
局
よ
り
委
員
長
・
副
委
員
長

の
選
任
、
委
員
会
の
設
置
及
び
運
営
に
つ
い

て
説
明
し
た
。
続
い
て
、安
芸
市
か
ら「
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
に
つ
い
て
、
梼
原
町
か
ら

個
別
保
健
事
業
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
、

委
員
に
よ
る
助
言
が
行
わ
れ
た
。

　

27
年
度
に
つ
い
て
は
、
概
ね
４
回
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の

策
定
・
実
施
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
、
被

保
険
者
の
健
康
保
持
・
増
進
を
図
っ
て
い
く
。

　

３
月
５
日
、
高
知
市
の
共

済
会
館
に
お
い
て

「
第
17
回
調
査

研
究
部
会
・
第
16

回
保
健
活
動
部
会
合
同
専
門
部

会
」
を
開
催
。
両
部
会
の
委
員
20
人
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
県
健
康
政
策
部
国
保
指

導
課
・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
業
課
か

ら
合
わ
せ
て
４
人
が
出
席
し
た
。

　

医
療
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
県
が
医
療
計
画

を
作
成
す
る
と
き
に
は
保
険
者
協
議
会
の
意
見

を
聞
く
こ
と
に
な
る
。
保
険
者
が
医
療
計
画
や

医
療
構
想
の
策
定
の
場
で
意
見
提
出
す
る
際
に

は
、
医
療
費
や
健
診
結
果
等
を
分
析
し
、
デ
ー

タ
を
元
に
保
険
者
の
垣
根
を
越
え
て
と
も
に
考

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
今
回
の
合
同

専
門
部
会
で
は
、
ま
ず
保
険
者
に
期
待
さ
れ
て

い
る
役
割
を
改
め
て
知
り
、
実
際
に
行
わ
れ
て

い
る
予
防
活
動
の
状
況
を
共
有
し
、
課
題
解
決

策
を
模
索
す
る
一つ
の
機
会
と
な
っ
た
。

　

初
め
に
、
事
務
局
よ
り
こ
れ
ま
で
の
事
業
経

過
を
報
告
し
た
後
、
県
健
康
政
策
部
医
療
政
策

課
主
幹
の
伴
正
海
氏
よ
り
「
保
険
者
の
役
割
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
～
地
域
医
療
構
想
っ
て
何

で
す
か
？
～
」と
題
し
て
、情
報
提
供
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
・
保
健
事

業
を
中
心
に
情
報
交
換
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ
発

表
者
が
集
約
を
報
告
し
た
。
各
保
険
者
で
課
題

は
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
が
、
被
保
険
者
の
健
康
の
た

め
に
情
報
を
共
有
し
、
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
い
う
共
通
認
識
が
で
き
た
。
保

険
者
同
士
の
さ
ら
な
る
連
携
が
期
待
さ
れ
る
。

外
部
有
識
者
に
よ
る
保
健
事
業
支
援
を
開
始

保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会

保
険
者
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
意
見
交
換

第
17
回
調
査
研
究
部
会
・
第
16
回
保
健
活
動
部
会
合
同
専
門
部
会

RENGOUKAI NO UGOKI

RENGOUKAI NO UGOKI

連合会の動き
RENGOUKAI NO UGOKI

● 伴　正海 氏

平成２７年４月１日から
国民健康保険被保険者証が変わります

国民健康保険被保険者証（市町村国保）…青色
国民健康保険退職被保険者証……………… 茶色
※医師国保組合被保険者証（桃色）は変更ありません

平成 27 年度用ポスターの背景には四国カルストの写真
を使用しています。

四国カルスト
四国カルストは、高知県と愛媛県にかけて広がる高原台地で、大野ヶ原、
姫鶴平、五段高原、天狗高原の四つの高原から形成されており、山口県
の秋吉台、福岡県の平尾台と並ぶ日本三大カルストの一つである。天狗
高原には高知県で唯一のスキー場があり、高山植物や紅葉、雪景色など
四季を通じて様々な自然が楽しめる観光スポットとなっている。

西
に し む ら

村 麻
ま み

美
担当課・係／電算業務課業務係
年齢／22歳　血液型／B型　趣味／旅行
私の健康法／運動して、よく寝ることです。
座右の銘／継続は力なり
抱負／初めてのことばかりでご迷惑をお掛けすることもあるか

もしれませんが、精いっぱい頑張っていきたいと思いま
す。よろしくお願いします。

安
や す な み

並 理
り さ

紗
担当課・係／審査課第１係
年齢／24歳　血液型／A型　趣味／旅行と散歩です。
私の健康法／早寝早起きと栄養のことを考えながら自炊する

ことです。
座右の銘／千里の道も一歩から
抱負／初めてのことばかりでご迷惑をお掛けしますが、国保連

合会の一員として早く皆さまのお役に立てるよう日々努
力していきたいと思います。皆さま、どうぞよろしくお願い
します。

国保連合会に新しい仲間が増えました。
よろしくお願いいたします。
本会では、平成27年4月1日付けで職員2人を採用しました。

N E W
FACE

高 知 県 国 保 連 合 会 か ら の お 知 ら せ

27

青色 茶色

高知県内各市町村・高知県医師国民健康保険組合
高知県健康政策部国保指導課・高知県国民健康保険団体連合会

PHOTO：四国カルスト

高
知
県
保
険
者
協
議
会

窓 口 で の ご 確 認 を お 願 い し ま す
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26
年
10
月
か
ら
12
月
審
査
分
の
介
護

給
付
費
明
細
書
の
確
定
件
数
は
月
平

均
８
万
１
２
０
８
件
、
対
前
年
度
比
３

･

02
％
の
増
、
給
付
費
に
つ
い
て
は
月
平
均

55
億
６
２
４
５
万
円
、
対
前
年
度
比
１

･

07
％
の
増
と
な
って
い
ま
す
。

　

給
付
費
の
内
訳
は
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
占
め
る
割
合
は
43･

76
％
、
地
域
密

着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
13･

96
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

介
護
給
付
費
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し

て
全
国
的
に
高
い
伸
び
率
を
示
し
て
お

り
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る

２
０
２
５
年
を
見
据
え
て
、
27
年
４
月
に

行
わ
れ
る
介
護
報
酬
の
改
定
や
、
医
療
と

介
護
の
連
携
の
強
化
な
ど
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
具
体
的
な

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

介護給付費、
依然として高い伸び率
ー平成26年10月から12月審査分ー

こちら

介護保険課

○高知県高齢者保健福祉計画
　第６期介護保険事業計画
　高齢者の方々が住み慣れた地域でいつ
までも安心して暮らしていくためには、住
まい・医療・介護・予防・生活支援が
一体的に提供される地域包括ケアシステ
ムの構築をめざしていく必要があります。
今期の計画では、県民誰もが住み慣れ
た地域でともに支え合いながら、安心し
て暮らしていける「高知型福祉」の実現
に向けて、２０２５年度の介護需要等も
踏まえ、必要な在宅、施設等の介護サー
ビスを確保するとともに、市町村の地域
包括ケアシステムの構築に向けた地域支
援事業等の取組への支援や地域包括ケ
アシステムを支える人材の確保及び資質
の向上等を中心として計画の見直しを行
い、高齢者の心豊かな人生を支援してい
こうとするものです。
　計画期間は、27 年度から29 年度ま
での３年間です。
（高知県高齢者福祉課ホームページより抜粋）

「
お
母
さ
ん
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
」

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

ポ
ッ
ポ
広
場
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

一
緒
に
子
育
て
を
す
る
仲
間
が
い
ま
す
。

土
佐
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ポ
ッ
ポ
広
場
」
─
土
佐
町
─

 〈Vol.12〉わがまちの子育て支援

地域の

　土佐町子育て支援センター
「ポッポ広場」は、18年４月、
三つの保育園を一園に統合し
たことに併せて、子育て支援策
の一つとして新しく開設されまし
た。ポッポ広場では、未入園児
の親子を対象に気楽に遊べる
場所の提供と、いろいろな遊び
を一緒に楽しむことを通して、
親子のふれあいや子ども同士、
保護者同士のつながりや遊び
の輪を広げることに取り組んで

います。
　また、子育てについて気軽に
相談できる場づくりを行うととも
に、関係機関と連携し、子育て
に関する情報の提供や学習会
を開催しています。
　ポッポ広場は土佐町教育委
員会が管理・運営をしており、
土佐町で成長していく子どもた
ちが中学校を卒業するまで、一
貫して支援できる体制が整って
います。

保育園の統合をきっかけに
生まれたポッポ広場

介 護 ひ と く ち メ モ

介護給付費明細書確定件数の内訳（高知県） 平成 26 年 10 月～ 12 月審査分

26 年 10 月 26 年 11 月 26 年 12 月
（件） 前年同月比 （件） 前年同月比 （件） 前年同月比

施 設 介 護 サ ー ビ ス 8,119 99.06% 8,117 99.67% 8,082 98.90%
介 護 予 防 支 援 6,789 101.49% 6,820 101.73% 6,886 102.03%
居 宅 介 護 支 援 15,935 102.48% 16,155 103.13% 16,012 102.54%
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 3,735 104.36% 3,736 104.62% 3,769 104.52%
居 宅 介 護 サ ー ビ ス 46,107 104.41% 46,704 104.61% 46,659 104.56%
合 計 80,685 103.21% 81,532 103.56% 81,408 103.35%

施設介護サービスが占める割合 10.06% 9.96% 9.93%
地域密着型サービスが占める割合 4.63% 4.58% 4.63%

介護給付費の内訳（高知県） 平成 26 年 10 月～ 12 月審査分

26 年 10 月 26 年 11 月 26 年 12 月
（円） 前年同月比 （円） 前年同月比 （円） 前年同月比

施 設 介 護 サ ー ビ ス 2,440,696,943 99.85% 2,513,512,986 99.76% 2,427,035,426 99.27%
介 護 予 防 支 援 28,937,420 101.88% 29,083,800 102.40% 29,360,180 102.14%
居 宅 介 護 支 援 203,431,903 100.00% 209,203,302 102.55% 208,407,358 102.48%
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 774,269,996 103.76% 797,567,112 103.76% 783,751,240 104.65%
居 宅 介 護 サ ー ビ ス 2,140,233,273 105.54% 2,194,743,823 103.22% 2,085,919,409 101.00%
合 計 5,587,569,535 102.52% 5,744,111,023 101.72% 5,534,473,613 100.79%

施設介護サービスが占める割合 43.68% 43.76% 43.85%
地域密着型サービスが占める割合 13.86% 13.88% 14.16%
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　ポッポ広場は、毎週月・水・木・
金曜日は土佐町保健福祉セン
ターで、火曜日は町立図書館
ホール、木曜日はみつば保育園で
も開所し、子育て支援に取り組ん
でいます。
　図書館では、休館日を利用して
開所しており、子どもたちは自分
の好きな絵本を読んでもらうこと
ができます。みつば保育園では、
子どもたちは各年齢に合わせて
園の各クラスに入り、園児たちと
一緒に遊んで時間を過ごし、保育
園を体験することができます。

図書館や保育園と連携

　３月25日、ポッポ広場では
「春のおはなし会」を開催しま
した。「高知おはなしの会」から
講師を招き、参加した９組の親
子が絵本の読み聞かせや手遊
びなどを楽しみました。
　初めにかわいいクマの人形
から握手であいさつされると、
少し緊張しながらも小さな手で
握り返す子どもたち。手作りの
チョウが頭や肩に止まると、自
然な笑顔が見られました。その

他、講師の方と一緒にわらべ歌
を歌ったり、手袋人形を使った
遊びを行ったりと、ポッポ広場に
は親子の楽しい笑い声が響い
ていました。
　子どもたちが一番喜んでいた
のは、歌に合わせて行うベビー
マッサージ。お腹をなでられ、手
足を揉まれると、子どもたちはく
すぐったいのか大笑い。親子で
楽しく触れ合う姿は、見ていて
ほほ笑ましい光景でした。

笑顔いっぱい、春のおはなし会

親同士が教え合う場所

　「子育て支援センターがあった
から、２人目の子どもを産むことが
できました」
　ポッポ広場に来ている母親の
言葉です。その一言を聞いて、ス
タッフの方は大変嬉しかったそう
です。子どもを自由に連れていけ
る、子育てを助けてくれるポッポ広

場。そんな場所があったからこそ生
まれた命ではないでしょうか。
　子育ては容易なことではありま
せん。核家族化が進み、良い子育
て例を身近に見たり、感じたりする
ことが少なくなった現代において、
子育て支援センターの役割は大
きくなっています。

ポッポ広場があったからこそ生まれた命一
人
で
悩
ま
な
い
で
、一
緒
に
子
育
て
を
す
る
仲
間
だ
か
ら

　ポッポ広場が大事にしていることは「利用
する親の居場所を作るためにはどうしたらいい
か」。行き場がない、子育てにおいて悩みがあ
るけれどどうすればいいか分からない、といった
親にはぜひ足を運んでほしいそうです。
　「一緒に子育てをする仲間。子育てをする
上で抱える悩みは同じだから、ポッポ広場に遊
びにきて、悩みを共有し、元気になって帰って
ほしい」。スタッフの方が話してくれました。
　土佐町で子育てをする親全員が笑顔で支
え合う仲間になるといいですね。

孤立させない居場所を作りたい

地域の地域の

　「おはなし会」のように外部から講師を招くだけで
なく、親がそれぞれの得意分野を生かして、講師にな
ることもあるそうです。
　子育て講座の一つである「簡単料理教室」では、
料理の得意な親が講師となります。料理の企画か
ら材料の準備まで全て親たちが担当し、ポッポ広場
は場所のみの提供を行います。
　料理教室の他にも、親同士が編み物やミシンの
使い方を教え合って、交流を深めています。人から
必要とされることで、自分の居場所があると実感でき
るのではないでしょうか。
　子育てに関するアドバイスも親の間で行われて
います。「子どもがご飯を食べてくれない」とある母
親が相談すると、「大丈夫。お乳飲まなくなったら食
べだすから」とすぐに別の母親が答えてくれたそうで
す。こうした親同士のつながりが、子育てに悩みを抱
える親に安心感を与えています。

居
心
地
が
い
い
場
所
を
め
ざ
し
て

土佐町保健福祉センター みつば保育園 土佐町立図書館

土佐町子育て支援センター「ポッポ広場」

電話/0887-82-0483
http://www.town.tosa.kochi.jp/publics/index/147/
（土佐町役場HP内）
■土佐町保健福祉センター　土佐郡土佐町土居206
　月・水・木・金曜日　9：30～15：30
■土佐町立図書館　高知県土佐郡土佐町田井1488‐1
　火曜日　9：30～11：00
■みつば保育園　土佐町田井1555番地
　木曜日　9：30～11：00

和田さん、稲村さん
スタッフ

早明浦ダム湖

さめうら荘

鏡峰寺

道の駅
土佐さめうら 土佐町役場

土佐町中

439

439

17

265

17

土佐町
保健福祉
センター

土佐町立
図書館

みつば
保育園



　

こ
ん
に
ち
は
。
25
年
度
よ
り
国

保
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
山
内
と

申
し
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク

の
お
話
を
い
た
だ
い
て
、
記
事
に

つ
い
て
非
常
に
悩
み
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
誰
で
も
簡
単
に
ス
マ
ホ

か
ら
参
加
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
？
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
「
グ
リ
ッ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
複
数
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
つ
な
げ
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
上
に
高
性
能
な
仮
想
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
作
り
出
す
と

い
う
技
術
で
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
な
い
と
処
理
で
き

な
い
よ
う
な
膨
大
な
計
算
処
理
や

デ
ー
タ
の
記
録
を
分
散
し
て
行
う

も
の
で
す
。

　

こ
の
技
術
を
用
い
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
多
数
あ
り
、
電
源
が
入
っ

て
い
る
端
末
の
（
持
ち
主
の
休
憩

な
ど
で
使
わ
れ
て
い
な
い
間
の
）

余
剰
能
力
が
、
医
療
や
環
境
、
宇

宙
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

IBM

の
運
営
す
るW

orld 
Com

m
unity Grid

で
は
、
小
児

が
ん
や
エ
イ
ズ
の
治
療
法
の
研

究
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
開
発
な
ど

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
治
療
研

究
が
行
わ
れ
て
い
て
、
多
く
の

方
の
参
加
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
、「boinc

」
や
「htc pow

er 
to give

」
と
い
っ
た
ス
マ
ホ
の

ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ

と
で
、
誰
で
も
簡
単
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
後

は
、
参
加
し
た
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
選
ん
で
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
を

登
録
す
る
の
み
。
あ
と
は
ア
プ
リ

が
自
動
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接

続
し
、
処
理
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

デ
バ
イ
ス
の
休
憩
時
間
中
（
充
電

中
）に
処
理
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

普
段
の
利
用
を
阻
害
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
気
が
付
い
た
ら

電
池
切
れ
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ス
マ
ホ
で
人
類
全
体
に
貢
献
す

る
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
な
ん
て
…
…
壮
大
で
ロ
マ
ン

が
あ
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

グ
リ
ッ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
、
登
録
機
器
が
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
そ
の
処
理
能
力
は
拡
大
し

て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

左から　橋田センター長、宮岡主事、西村主事、山下係長、（筆者）山内主事
※27年４月１日より介護医療係は、医療保険係と介護保険係に分かれています。

　

私
は
、
国
保
の
担
当
と
な
り
、

ま
も
な
く
２
年
を
迎
え
ま
す
。
正

直
な
と
こ
ろ
、
こ
の
お
話
を
い
た

だ
い
た
と
き
、「
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー

ク
っ
て
!?
そ
ん
な
ペ
ー
ジ
が
あ
っ

た
!?
」
慌
て
て
昨
年
度
か
ら
の
国

保
だ
よ
り
を
開
き
ま
し
た
。
国
保

だ
よ
り
も
ゆ
っ
く
り
と
目
を
通
す

間
も
な
い
状
態
で
毎
日
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
私
が
、
さ
て

何
を
書
く
か
、
こ
れ
と
い
っ
た
趣

味
も
な
い
…
…
。
時
間
も
な
い

…
…
。

　

そ
れ
で
も
、
慌
た
だ
し
い
日
々

の
中
で
、
一
つ
だ
け
毎
日
続
け
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
役
場
周
辺
に
住
む
子
ど
も
た

ち
と
学
校
ま
で
登
校
に
付
き
合
っ

て
歩
く
こ
と
で
す
。
教
育
委
員
会

事
務
局
か
ら
異
動
に
な
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
子
ど
も
た
ち
と

歩
き
始
め
た
の
で
す
。

　

大
川
村
に
学
校
は
一
つ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
一
つ
の
校
舎
に
小
学

生
と
中
学
生
が
通
う
小
中
一
貫
校

で
す
。
小
学
生
と
中
学
生
合
わ
せ

て
も
36
人
（
う
ち
15
人
は
山
村
留

学
生
）
で
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
学
校
に
通
い
ま

す
。
で
も
、
役
場
周
辺
に
住
む

５
人
だ
け
は
徒
歩
通
学
な
の
で

す
。
毎
日
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通

う
お
友
達
を
う
ら
や
ま
し
そ
う
に

見
な
が
ら
、「
バ
ス
に
乗
り
た
い

な
ぁ
」
と
愚
痴
も
こ
ぼ
れ
ま
す
。

「
そ
う
い
え
ば
私
も
そ
う
だ
っ
た

な
ぁ
！
」
歩
く
の
が
大
嫌
い
だ
っ

た
の
で
、
そ
の
気
持
ち
は
よ
く
分

か
り
ま
す
。
一
緒
に
歩
く
こ
と
で
、

少
し
は
楽
し
く
な
れ
ば
い
い
か
な

と
思
い
、
一
緒
に
歩
く
こ
と
を
始

め
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
私
の
楽

し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　

毎
日
い
ろ
ん
な
会
話
を
楽
し
み

ま
す
。
２
学
期
ご
ろ
か
ら
は
学
校

の
先
生
方
数
名
も
参
加
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夏
の
暑

い
日
や
雨
の
日
等
は
、「
今
日
は

い
い
か
っ
」
て
思
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
最
近
は
日
課
の
よ
う

に
役
場
で
子
ど
も
た
ち
が
来
る
の

を
待
っ
て
い
ま
す
。
学
校
か
ら
戻

り
、
役
場
庁
舎
の
自
分
の
机
に
つ

き
、
新
聞
に
目
を
通
し
終
わ
れ
ば
、

ち
ょ
う
ど
始
業
の
時
間
で
す
。
そ

し
て
、
ま
た
一
日
が
…
…
。
毎
朝

の
こ
の
日
課
が
、
一
日
頑
張
れ
る

元
気
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
続

け
ら
れ
る
限
り
続
け
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
ダ
イ
エ
ッ
ト

に
な
る
な
ら
一
石
二
鳥
で
す
が

…
…
。

（後列）左から　柳川主事、明坂課長、近藤課長補佐、西村主任、矢野主事
（前列）左から　飯田主事、鈴木主事（保健師）、（筆者）朝倉課長補佐

『
私
の
日
課
』

大
川
村
総
務
課

課
長
補
佐  

朝
倉
　
理
恵

『
ス
マ
ホ
で
世
界
を
救
え
！
』

Coffee
Break

梼
原
町
保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
医
療
保
険
係

主
事  

山
内
　
孝
信

Coffee
Break

大川村総務課の皆さん梼原町保健福祉支援センター介護医療係（※）の皆さん

3132 vol.322 vol.322



対象者94人のうち86人（91.4％）が受診した結果

有所見率は受診者86人に対する割合

対象者103人のうち89人（86.4％）が受診した結果

有所見率は受診者89人に対する割合

小学校
（小学5年生に実施）

中学校
（中学１年生に実施）

足摺岬の突端に立つ足摺岬灯台土佐清水市公認の宗田節ＰＲキャラクター、宗田ぶっし―君以布利のジンベエザメ

256

保健師の
記録

が
見
つ
か
れ
ば
そ
れ
を
ど
う
克
服
し
た
ら
い

い
の
か
、
も
ち
ろ
ん
家
族
の
支
援
が
重
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
負
担
に
な
ら
ず
に
長
く
続

け
ら
れ
る
生
活
改
善
を
一
緒
に
考
え
行
動
変

容
に
つ
な
げ
た
い
、
そ
う
い
う
思
い
で
し
た
。

関
係
機
関
と
の
意
思
疎
通
が
重
要

　

こ
の
事
業
で
配
慮
し
た
こ
と
は
、
各
関
係

機
関
に
事
業
の
理
解
と
協
力
を
頂
く
こ
と
で

し
た
。
土
佐
清
水
医
師
会
（
清
医
会
）
に
は
、

医
療
行
政
委
員
会
に
事
業
趣
旨
を
説
明
し
、

小
児
血
液
検
査
の
正
常
値
の
確
認
と
健
診
当

日
の
協
力
お
よ
び
健
診
後
の
要
精
密
・
経
過

観
察
者
へ
の
診
察
・
指
導
等
の
依
頼
を
し
ま

し
た
。
校
長
会
（
小
学
校
８
校
・
中
学
校
１
校
）

に
も
事
業
趣
旨
を
説
明
し
、
健
診
可
能
な
日

程
と
場
所
の
提
供
や
文
書
の
配
布
等
を
、
養

護
教
諭
に
は
配
布
資
料
の
回
収
、
健
診
後
の

健
康
教
育
等
を
依
頼
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小

学
生
は
健
診
を
一
つ
の
小
学
校
で
実
施
す
る

た
め
、
学
校
教
育
課
が
児
童
の
送
迎
を
し
て

く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
こ
と
を
始
め
る
に
は
、
関
係
機
関

（
清
医
会
・
健
診
機
関
・
各
学
校
の
校
長
会
と

養
護
部
会
・
学
校
教
育
課
等
）
と
の
協
力
・

情
報
の
共
有
化
・
理
解
・
承
認
と
い
っ
た
段

取
り
を
踏
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
回
も
、

あ
ら
た
め
て
関
係
機
関
の
意
思
疎
通
が
大
切

と
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
事
業
の

予
算
化
や
細
か
い
事
務
文
書
作
成
も
大
切
で
、

今
回
も
事
務
方
の
多
大
な
活
躍
に
よ
り
開
始

で
き
ま
し
た
。

全
体
の
６
割
を
超
え
て
い
た

保
健
指
導
対
象
者

　

健
診
当
日
は
、
小
学
生
た
ち
が
各
小
学
校

か
ら
先
生
に
付
き
添
わ
れ
、
身
長
・
体
重
・

土佐清水市健康推進課

山本　弘子

『輝く笑顔みんなで子育て
	できるまち』in 土佐清水市

『
輝
く
笑
顔
み
ん
な
で
子
育
て

で
き
る
ま
ち
』
を
め
ざ
し
て

　

土
佐
清
水
市
で
実
施
し
て
い
る
母
子
保
健

事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
土
佐
清
水
市
の

人
口
は
27
年
１
月
末
現
在
で
１
万
５
０
９
９

人
、
65
歳
以
上
が
42･

９
％
、
26
年
の
出
生
数

は
53
人
で
す
。
子
ど
も
の
数
は
年
々
減
少
し

て
い
ま
す
が
、『
輝
く
笑
顔
み
ん
な
で
子
育
て

で
き
る
ま
ち
』
を
め
ざ
し
て
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

新
た
に
「
小
児
生
活
習
慣
病

予
防
健
診
」
に
取
り
組
む

　

26
年
度
、
本
市
は
新
た
な
事
業
と
し
て
「
小

児
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
」
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
小
学
５
年
生
と
中
学
１
年

生
を
対
象
に
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
・
保
健

指
導
を
実
施
し
、
小
児
期
か
ら
の
健
康
的
な

生
活
習
慣
付
け
と
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
家
族
ぐ
る
み
の
健
康
意
識
の

向
上
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
22
年
の
「
市
町

村
別
生
命
表
」
で
、
本
市
の
男
性
の
平
均
寿

命
が
75･

６
歳
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
と
な
り
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
こ
の
事
業
は
開
始
し
ま

し
た
。「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
の
た
め
に
は
何

を
す
べ
き
か
！
一
つ
の
答
え
と
し
て
、
子
ど

も
の
と
き
か
ら
の
健
康
の
大
切
さ
を
子
ど
も

自
身
に
気
付
い
て
も
ら
い
、
も
し
何
か
因
子

保
護
者
と
一
緒
に
な
っ
て

改
善
策
を
考
え
る

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
係
で
検
査
結
果
と

健
診
問
診
票
、
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

照
ら
し
合
わ
せ
て
検
討
し
ま
し
た
。
朝
食
は

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
毎
日
食
べ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
安
心
。
１
日
に
テ
レ
ビ
を
見
る

時
間
が
３
時
間
以
上
は
小
・
中
合
わ
せ
て
27

人
、
パ
ソ
コ
ン
・
ゲ
ー
ム
が
３
時
間
以
上
は

17
人
も
い
ま
し
た
。
い
っ
た
い
ど
ん
な
時
間

を
過
ご
し
て
い
る
の
か
な
？
と
、
い
ろ
い
ろ

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
２
月
に

は
、
保
健
指
導
を
各
学
校
・
市
役
所
・
訪
問

等
で
実
施
し
、
食
生
活
や
生
活
リ
ズ
ム
を
ど

う
し
た
ら
改
善
で
き
る
の
か
保
護
者
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
康
に
向
け
て

　

土
佐
清
水
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
健
康
を
い
か
に
守
っ
て
い
く
か
。
今
後
も

関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
こ
の
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

26
年
度
に
初
め
て
こ
の
事
業
を
行
い
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
修
正
点
が
あ
り
ま
す
。
27

年
度
は
さ
ら
に
充
実
し
た
事
業
と
な
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
事
業
を
開

始
す
る
に
当
た
り
、
県
内
で
い
ち
早
く
「
と

さ
っ
子
健
診
」
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
健
診

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
土
佐
市
の
皆
さ
ん
に

は
、
多
方
面
に
わ
た
る
ご
協
力
・
ご
支
援
を

頂
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

腹
囲
の
計
測
、
血
圧
測
定
や
採
血
を
行
い
、

最
後
に
朝
食
や
お
や
つ
の
こ
と
、
運
動
、
睡

眠
時
間
な
ど
保
健
師
の
問
診
で
そ
の
日
は
無

事
終
了
し
ま
し
た
。
中
学
校
も
同
様
で
す
が
、

採
血
に
緊
張
し
た
り
体
重
に
一
喜
一
憂
し
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
健

診
は
初
め
て
の
こ
と
な
の
で
、
か
え
っ
て
中

学
生
が
そ
わ
そ
わ
し
た
り
と
、
に
ぎ
や
か
な

健
診
と
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
子
ど
も
が
健
診
を
受
診
し
ま
し
た

が
、
正
常
値
を
少
し
で
も
外
れ
た
保
健
指
導

対
象
者
が
全
体
の
６
割
を
超
え
て
い
た
こ
と

は
驚
き
で
し
た
。
小
学
校
で
は
、
脂
質
が
38･

４
％
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
が
18･

６
％
、
肝
機
能
と

尿
酸
値
が
16･

３
％
、
血
圧
は
11･

６
％
。
中

学
校
で
は
、
尿
酸
値
が
31･

５
％
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１

ｃ
が
21･

３
％
、
脂
質
が
16･

９
％
、
肝
機
能

15･

７
％
、
血
圧
が
9.0
％
の
有
所
見
結
果
が
判

明
し
ま
し
た
。

26年度、新たに小児生活習慣病予防健診に取り組みました

小学校での健診・保健指導係メンバー（筆者は前列左）
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A
ホットケーキミックス	 50g
卵	 1/2個
牛乳	 大さじ4

西
にし

	森
もり

	美
み

	恵
え

管理栄養士

管理栄養士であり、「高知県在宅
保健活動者なでしこの会」副会長
をはじめ、食育を考える地域活動
栄養士の会「トマトの会」代表など
を務める。食育を通じて、おいしく楽

しく健康的な食生活の実践をめざし、地域に密着した栄養相
談・料理講習会・講話などの活動を行っている。

食べてみぃや！味
み

てみぃや！！    

vol. 31ヘ ル シ ー ご は ん

◎作り方
①バナナは卵焼き器に合わせた長さに切る。

②ボールにAの材料を入れ、泡だて器で混ぜておく。

③卵焼き器に油をひき、②を半分入れ弱火で焼く。

④生地にブツブツと穴が開いてきたら、バナナを端

に入れフライ返しでくるくると巻く。巻き終わりを下

にし、生地が離れないように焼く。

⑤バナナロールの横にミントと生クリームを飾る。

◎メモ
 ・ バナナの他に、カットしたいちごやその他のフルー

ツを加えるとアレンジが楽しめます。

 ・ 生地にチョコやココアパウダーを混ぜてもいいで

すね。

生地のもつ柔らかさが、バナナの甘みをやさしく包み込みます。飾りのクリームと
一緒に食べるとさらに味わいが広がります。少し時間をおいて生地をしっとりさせると、違った口当たりが楽しめます。

バナナロールバナナを包むやさしい味わい

　

高
知
県
の
果
物
と
い
え
ば
新
高
ナ
シ
、
小
夏
、

ブ
ン
タ
ン
、
ユ
ズ
、
イ
チ
ゴ
、
ビ
ワ
、
メ
ロ
ン
な
ど

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
量
販
店
の

果
物
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
季
節
の
果

物
が
並
ん
で
お
り
高
知
県
は
果
物
が
豊
富
な
県

で
も
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
毎
日
果
物
食
べ
て
い
ま
す
か
？

　

１
日
に
食
べ
て
ほ
し
い
量
は
2
0
0
g
が
目

標
で
す
。
高
知
県
県
民
健
康
・
栄
養
調
査
報

告
書
に
よ
る
と
、
20
～
30
代
を
筆
頭
に
他
の
各

年
代
も
目
標
量
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
高
知
県

の
お
い
し
い
果
物
で
、
毎
日
の
食
卓
を
豊
か
に
し

ま
し
ょ
う
！

果
物	

食
べ
て
い
ま
す
か
？

◎材料（２人分）

バナナ	 2本
油	 適宜
生クリーム　適宜
ミント

 ・ 生地に刻んだベーコンやハム、黒ゴマを入れるのもいいですね。
 ・ もちもち感の決め手は白玉粉です。

◎メモ

①ボールに白玉粉と牛乳を入れてよく混ぜる。
②①にホットケーキミックスとチーズを入れ粉っぽさが無くなるまで
混ぜ、生地をまとめる。

③②を15等分に分け、小麦粉をまぶして丸める。
④オーブントースターを予熱し、アルミホイルを敷いた上に③を並べ
2〜3分焼く。さらに上にもアルミホイルをかぶせ10〜12分焼く。

※オーブンの場合は180度で12分

◎作り方

エネルギー  102kcal

1個分

もちもちポンデケージョ
ポンデケージョはブラジルで生まれたパンで、ポルトガル語で「チーズパン」という意味です。
名前の示すとおり、食べるとチーズの風味が口の中に広がります。ホットケーキミックスを
使用するので生地を発酵させる必要がなく、お手軽にできる料理です。

ブラジル生まれのチーズパン

◎材料（2人分）

ホットケーキミックス	 150ｇ
白玉粉	 75ｇ
牛乳	 100ml
チーズ（ピザ用）	 150g
小麦粉	 適宜

 ・ フルーツトマトやミニトマトを使用すると、甘み
が増してさらにおいしくなります。

 ・ 豆乳を牛乳に、グラニュー糖を蜂蜜に変えた
りしてもいいですね。

◎メモ

①イチゴはへたを取って冷凍しておく。
②トマトは2cm角に切り冷凍しておく。
③ミキサーに①、②とAを入れ滑らかになるまで
かき混ぜる。
④グラスに③を入れ、上にイチゴとトマトを飾る。

◎作り方

エネルギー  110kcal

1人分

エネルギー 230kcal

1人分

トマトとヨーグルトの酸味でイチゴの甘さが引き立つさっぱりとしたスムージーです。
あらかじめ凍らせていたイチゴとトマトをミキサーにかけるだけで簡単にできる一品です。

手軽でおいしい、さっぱりスムージー

◎材料（１人分）

イチゴ（冷凍）	 30ｇ
トマト（冷凍）	 80ｇ
A
豆乳	 40ml
プレーンヨーグルト	 40ml
グラニュー糖	 大さじ1/2

イチゴと
トマトの
スムージー

果物の効果

●果物を朝食べると？
寝ている間に失われたブドウ糖が効率よく取れるため、
気持ちのいいスタートを送ることができます。
●運動した後食べると？
エネルギーを素早く補給。酸味成分であるクエン酸は
疲労回復効果があります。
●たくさん食べると太る？
100ｇあたりのカロリーは高くありません。しかし食べ過ぎ
るとカロリーの摂取が多くなり、素早くエネルギーが取れ
ることからコレステロールや中性脂肪が増える原因にもな
ります。1日200ｇが目標量です。適量を食べることで
果物の栄養素を取り入れましょう。

温州ミカン 2 個

ナシ 1 個

ブドウ 1 房（デラウエアなどの
小粒は 2 房）

モモ 2 個

バナナ 2 本

キウイ 2 個

○平成23年高知県県民健康・
　栄養調査報告書	
年齢階級別食品摂取状況	（果物摂取目標

は1日200ｇ）野菜の摂取目標は1日350ｇ

果物 200ｇの目安（大きさにより
ますが、標準を示しています）

200

150

100

50

0

g

15
〜
19
歳

20
〜
29
歳

30
〜
39
歳

40
〜
49
歳

50
〜
59
歳

60
〜
69
歳

70
歳
以
上

68.8

44.3

73.1

51.3

115.8

147.3

170.5

●
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
…
抗
酸
化
作
用
、
肌
にハ
リ
を
も
た
せ
、
風
邪
や
が

ん
を
予
防
す
る
。

●
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
…
目
と
粘
膜
の
ビ
タ
ミ
ン
、
が
ん
予
防
効
果
も
。

●
カ
リ
ウ
ム
…
高
血
圧
症
を
予
防
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
る
血
圧
上

昇
を
抑
制
す
る
。

●
食
物
繊
維
…
便
秘
解
消
か
ら
、
が
ん
予
防
ま
で
様
々
な
効
果

が
あ
る
。

●
果
糖
、
ブ
ド
ウ
糖
…
疲
労
回
復
、
脳
の
活
性
化

果
物
の
栄
養
素
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審査業務専門医（嘱託） 西 山　 瑩

保健師（嘱託）
楠 瀬 美 枝

山 村 雅 子
平成 27 年 5 月 1 日～

損害賠償請求事務専門員（嘱託） 吉 田 寛 助

レセプト点検専門員（嘱託）
山 崎　 知

笹 木 彩 代

介護事業専門員（嘱託） 川 﨑 早 苗

介護サービス苦情処理委員
山 下 訓 生

松 生 由 美

介護サービス苦情処理調査員 森 田 早 苗

業務専門事務職員（嘱託）
森 澤 由 香

森 岡 千 賀

結核・精神対象
レセプト抽出等嘱託職員

安 岡 満 喜

森 野 晃 代

後期高齢者医療レセプト点検

氏 原　 円

小 川 三 千

上 村 陽 子

高 橋　　 忍

蓼 原 長 子

濱 﨑 澄 子

松 﨑 け い

村 田 耕 子

横 川 加 代

（平成 27 年 4 月 1 日現在）

（兼）主査　森　麻夕美

主任　国沢　憲一
主任　西山　知佐
主任　宮本　晴美
主査　谷脇もえり
主査　竹田　貫太
主事　島本　佳朋
主事　安並　理紗

主任　西村　耕一
主任　間　　真知
主任　羽賀　　淳
主査　田中　富貴
主査　廣田　陽平
主査　鍵山　音子

主任　多田　郁子
主査　川久保美和
主査　田渕　智子
主査　松本　和美
主査　植村　健司
主査　井上　清貴

出納室
室　　長   吉本事務局次長兼務

常務理事 
大野　政彦

事務局長 
大藤　幸一

主事　髙松　美佳
主事　江里口　恵

主査　森　麻夕美

総務課
課　　長 市川　　浩
副 参 事 藤本　一靖
課長補佐 前田　志保

主査　川村　直弘
主事

主任　岡田　由香
主任　秋友　　温
主事　西村　麻美

主任　上田　歩美
主査　安江　由美
主事　鍵山　晶哉

主任　山下　大輔
主査　永野　博也

事業課 
課　　長   森田事務局次長兼務

課長補佐 森本　文男
課長補佐 小島　佳子

主任　楠島　美佳
主査　川村　真紀
主事　澤田　麻由
主事　小松　加奈

介護保険課
課　　長 江口　卓助

審査課 
課　　長 渡辺　純正
課長補佐 岡林　　隆

平成 27 年度  国保連合会事務局組織図

事務局次長
吉本　明生
森田　益教

第 1 係
係　長 岡林課長補佐兼務

第 2 係
係　長 市川　幸子

第 3 係
係　長 福岡　　曜

第 4 係
係　長 明神　由貴

電算係
係　長 早坂　美保

庶務係
係　長 前田課長補佐兼務

財務係
係　長 芝　　　郁

事業振興係
係　長 森本課長補佐兼務

保健事業係
係　長 小島課長補佐兼務

求償係
係　長 堀川　美香

介護保険係
係　長 諸石　恵子

電算業務課
課　　長 丸岡　　昭
課長補佐 名倉　雅也
課長補佐 山形　大吾

主査　田辺八十雄

業務係
係　長 名倉課長補佐兼務

主任　田中　保史
主任　吉本　早里
主査　西村　恵奈
主査　和田　教雅

主査　川村　勇生
主事　田内　直子
主事　近藤　由衣

＊
＊国保指導課に派遣

　

本
会
で
は
、既
存
の
業
務
を
見
直
し
、新
た
に
恒
久
化
す
る

保
険
者
間
調
整
に
対
応
す
べ
く
保
険
者
支
援
の
充
実
・
強
化

を
図
る
た
め
、４
月
１
日
付
で
機
構
改
革
を
行
い
ま
し
た
。

●「
電
算
管
理
課
」と「
業
務
課
」を
統
合
す
る
こ
と
で「
電
算

　

業
務
課
」と
し
、「
電
算
係
」と「
業
務
係
」の
２
係
体
制
に

　

今
後
と
も
、
各
種
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
な
導
入
・
稼
働
に
全
力

で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
保
険
者
事
務
の
軽
減
・
効
率
化
等

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
会
で
は
医
療
費
適
正
化

の
た
め
、
診
療
報
酬
の
審
査

支
払
業
務
と
と
も
に
、
保
険

者
の
保
健
事
業
支
援
業
務
を

実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
26
年
度
は
レ
セ
プ
ト
・

健
診
情
報
等
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
効
果
的
な
保
健
事
業
の

推
進
を
す
る
こ
と
と
し
、
25

年
度
に
全
国
の
国
保
連
合
会

で
導
入
が
開
始
さ
れ
た
国
保

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
（
以

下
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
）
の
活

用
に
よ
る
保
険
者
支
援
を
開

始
し
た
。

　

本
モ
デ
ル
事
業
の
共
同
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
国
保
被

保
険
者
数
が
多
く
デ
ー
タ
量

が
豊
富
で
あ
り
、
特
定
健
康

診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
受

診
率
や
終
了
率
の
向
上
対
策

と
し
て
は
本
県
の
国
保
保
険

者
の
中
で
は
唯
一
都
市
型
の

取
り
組
み
を
し
て
い
る
高
知

市
に
モ
デ
ル
保
険
者
と
し
て
、

ま
た
、
循
環
器
疾
患
や
糖
尿
病

等
生
活
習
慣
病
対
策
の
研
究

者
で
あ
る
国
立
保
健
医
療
科

学
院
生
涯
健
康
研
究
部
長
横

山
徹
爾
氏
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
合
意
を

得
て
、
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

４
月
24
日
、
高
知
市
・
本
会

合
同
説
明
会
を
実
施
し
、
健

康
課
題
の
明
確
化
、
課
題
解

消
の
具
体
策
の
検
討
、
対
策

実
施
の
優
先
順
位
付
け
に
つ

い
て
、
順
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
た
。

　

高
知
市
の
健
康
課
題
は
何

か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
介
護
保

険
給
付
費
増
が
著
し
い
が
要

介
護
に
至
る
原
因
疾
患
に
傾

向
は
あ
る
の
か
、
新
規
要
介

護
認
定
者
の
増
は
何
が
原
因

か
、
医
療
費
に
健
診
受
診
は

影
響
し
て
い
る
か
、
疾
病
に

影
響
し
て
い
る
市
民
の
特
徴

的
な
生
活
習
慣
が
あ
る
の
か
、

年
齢
や
性
別
で
健
康
課
題
に

違
い
は
あ
る
の
か
、
な
ど
日

ご
ろ
担
当
保
健
師
が
保
健
指

導
の
現
場
な
ど
で
感
じ
て
い

る
疑
問
を
元
に
、
多
様
な
デ
ー

タ
を
も
っ
て
分
析
。
デ
ー
タ
は

あ
ら
ゆ
る
部
署
に
た
く
さ
ん

存
在
す
る
が
、
ど
こ
に
ど
ん

な
デ
ー
タ
が
存
在
す
る
の
か
、

デ
ー
タ
間
の
結
び
つ
け
や
比

較
の
手
法
の
検
討
、
傾
向
の
発

見
に
相
当
の
時
間
を
費
や
す

こ
と
と
な
っ
た
。
横
山
部
長
、

高
知
市
担
当
者
の
熱
意
の
も

と
、
担
当
者
打
合
せ
会
６
回
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
検
討
会

を
５
回
実
施
し
た
結
果
、
当

初
予
定
の
健
康
課
題
の
把
握

の
み
な
ら
ず
、
保
健
事
業
実

施
計
画
の
策
定
に
ま
で
発
展

し
た
。

　

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
、

デ
ー
タ
分
析
に
は
保
険
者
の

国
保
担
当
者
と
衛
生
担
当
者

で
の
共
同
実
施
が
効
果
的
で

あ
る
こ
と
、
保
険
者
の
保
健
事

業
の
利
点
は
要
医
療
者
や
健

診
情
報
に
よ
っ
て
実
施
効
果

の
判
定
が
可
能
で
あ
り
計
画

策
定
時
か
ら
成
果
指
標
の
意

識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
保
険

者
の
保
健
事
業
は
多
種
多
様

で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
本
会

と
し
て
も
実
感
し
、
今
後
の

保
険
者
支
援
を
充
実
す
る
た

め
の
貴
重
な
事
業
と
な
っ
た
。

　

27
年
度
は
、
計
画
に
基
づ

い
た
保
健
事
業
の
実
践
と
そ

の
評
価
に
つ
い
て
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ

ス
テ
ム
等
デ
ー
タ
を
用
い
た

保
健
事
業
支
援
を
継
続
す
る

こ
と
と
し
、
高
知
市
の
協
力

を
得
た
。
本
モ
デ
ル
事
業
の

詳
細
に
つ
い
て
、
他
の
保
険

者
の
取
り
組
み
の
参
考
と
す

る
た
め
研
修
会
等
で
報
告
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

保険者での国保データベースシステムを活用した
生活習慣病対策支援モデル事業

保 険 者 支 援 保 健 事 業 支 援
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室・課 係 主な事務

出　納　室 TEL 088-820-8419 ●現金及び有価証券等の出納及び保管

総　務　課

庶　務　係
TEL 088-820-8401

●会務の総合調整
●総会、理事会及び監事会
●許可、届出、契約及び登記
●規約、規則、細則及び規程
●人事及び給与
●国保制度の改善強化対策
●機関誌 ｢TOSA 国保だより」の編集、発行
●国保新聞に関すること
●ホームページに関すること
●その他の室・課に属さないこと

財　務　係
TEL 088-820-8401

●財政計画及び予算の編成執行
●負担金及び手数料その他徴収金の賦課徴収
●物品の調達、貸借、検収及び不要品の売却
●連合会補助金及び貸付金の申請及び請求
●保険者に対する融資

事　業　課

事業振興係
TEL 088-820-8415

●事業の企画
●高知県国民健康保険事務担当職員協議会事務局
●高知県国保地域医療推進協議会事務局
●全国国民健康保険診療施設協議会に関すること
●地域医療推進共同事業
●国保財政診断事業
●保険料（税）適正算定マニュアルに関すること
●保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業
●用紙等の共同印刷、書籍等の購入斡旋
●健康測定機器、健康教育教材の貸し出し
●調査、情報の収集及び分析・提供、保存

保健事業係
TEL 088-820-8420

●保健事業に関すること
●市町村保健師研修等に関すること
●市町村保健衛生職員協議会保健師部会に関すること
●高知県在宅保健活動者なでしこの会事務局
●国保・後期高齢者ヘルスサポート事業に関すること
●高知県保険者協議会事務局
●特定健康診査・特定保健指導に関すること
●国保データベースシステム（ＫＤＢ）に関すること

求　償　係
TEL 088-820-8421

●第三者行為求償事務

室・課 係 主な事務

電算業務課

電　算　係
TEL 088-820-8403

●被保険者資格の電子記録
●被保険者の資格及び給付に係る電子記録のプログラムの開発、修正及び管理
●被保険者の資格及び給付に係る事務の共同処理外電子記録
●情報ネットワークシステムの開発推進及び関連機器の維持管理
●保険者事務共同電算処理に対応するシステムに関すること
●後期高齢者医療広域連合の電算業務支援
●資格喪失後受診における保険者間調整事務の代行

業　務　係
TEL 088-820-8407

●保険者等の過誤調整に関すること
●訪問看護等療養費に関すること
●柔道整復師の施術に関すること
●支払事務
●公費負担医療に関すること
●福祉医療等に関すること
●出産育児一時金等の医療機関等への支払等に係る業務

介護保険課

介護保険係
TEL 088-820-8409

（苦情）
TEL 088-820-8410
TEL 088-820-8411

●介護給付費及び介護予防・日常生活総合支援事業費の審査・支払、過誤調整、
再審査、全国決済

●介護サービス事業者等に対する調査、助言及び指導
●介護保険者事務の共同処理
●介護給付費審査委員会に関すること
●介護サービス苦情処理委員会に関すること
●高額医療介護（介護予防）サービス費の支給計算
●障害介護給付費の支払及び過誤調整、全国決済
●障害者総合支援市町村事務の共同処理
●保険料（税）の年金からの特別徴収における経由機関業務

第　1　係
TEL 088-820-8404

●高点レセプト及び歯科レセプトの審査・支払事務
●審査専門部会・歯科部会運営
　【支払に関する担当保険者】
　室戸市、安芸市、南国市、土佐市、香南市、香美市、安芸郡、土佐郡、長岡郡

内の保険者

審　査　課

第　2　係
TEL 088-820-8405

●医科レセプトの審査・支払事務
●診療報酬審査委員会に関すること
　【支払に関する担当保険者】
　高知市、医師国保

第　3　係
TEL 088-820-8406

●医科レセプトの審査・支払事務
●県外分診療報酬全国決済に関すること

【支払に関する担当保険者】
須崎市、土佐清水市、宿毛市、四万十市、吾川郡、高岡郡、幡多郡内の保険者

第　4　係
TEL 088-820-8402

●医科及び調剤レセプトの審査・支払事務
●保険者及び保険医療機関等の再審査事務
●再審査部会運営
●レセプト点検共同事業に関すること

平成 27 年度  国保連合会事務分担
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室・課 出納室・総務課 審査課 電算業務課 介護保険課 事業課 国保事務担当職員協議会 国保地域医療推進協議会

４月

○保険者負担金賦課徴収
○役職理事会（必要に応じて）
○国保新聞に関する業務（毎月）
○TOSA国保だより322号発行

○国保基準給付費基礎調査票
作成

○下半期共同斡旋物等代金請求（10月～ 3月分）
○3月分求償事務手数料請求
○地域医療推進負担金賦課徴収
○求償権確認調査および求償金滞納処理（毎月）
※高額医療費共同事業・保険財政共同安定化事業については、交付申請締切り・
拠出金納付が毎月20日、交付金交付が毎月23日です。

※求償金は収納月の翌月10日頃に該当保険者へ通知および送金します。

○各支部総会
　（支部単位で開催）

５月

○高知県都市国保主管課長・係長研究協議会
○四国地区都市国保主管課長および国保保険者国保事務担当者研修
協議会（香川県）

○特定健診等国庫負担（補助）金の実績報告に関する説明会・特定
健診等事務担当職員新任者研修会

○都道府県および市町村国保主管課職員研修［1班］［2班］（東京都）
○国保事務担当職員新任者研修会

○監事会・理事会・総会 ○監事会・理事会・総会
○地域医療現地研究会
　（宮崎県）

６月

○療給実績報告基礎資料作成 ○介護保険初任者研修会
○ケアプラン分析研修会

○全国国民健康保険診療施設協議会会費賦課徴収
○ヘルスアップ推進員研修会
○保険事業支援・評価委員会
○高知県在宅保健活動者なでしこの会総会・研修会

７月

○監事会・理事会・通常総会
○広報委員会
○TOSA国保だより323号発行

○電算共同処理運営委員会
○年齢階層別の疾病分類別リ
スト作成

○保険者協議会
○特定健診・特定保健指導手数料請求
○第三者行為求償事務研修会（支部単位で開催7月～ 10月）
○保険者協議会研修会

○支部長会
○国保事業経営等研究専門
部会

○国保診療施設四国ブロッ
ク会・四国合同国保歯科
診療施設研修会（徳島県）

○部会長・副部会長会

８月

○年間無受診世帯および被保
険者名簿作成

○第32回「健康なまちづくり」シンポジウム（東京都）
○全国市町村国保主管課長研究協議会（東京都）
○保険事業支援・評価委員会
○保険者協議会専門部会
○高知県在宅保健活動者なでしこの会「なでしこだより」第30号発行

○各支部研修会
　（支部単位で開催）

９月
○保険料の年金からの特
別徴収業務手数料賦課
徴収（前期分）

○医師部会・技術者部会・
　看護部会合同研修会
　（仁淀川町）

10 月
○TOSA国保だより324号発行 ○9月末現在年齢階層別・男

女別被保険者数調べ作成
○上半期共同斡旋物等代金請求（4月～ 9月分）
○上半期求償事務手数料請求
○医療費分析研修会

○第 55 回全国国保地域医
療学会（埼玉県）

11 月 ○国保制度改善強化全国大会
　（東京都）

○年齢階層別の疾病分類別リ
スト作成

○国保被保険者健康づくり推進月間
○保険者協議会専門部会

○理事会 ○部会長・副部会長会

12 月
○理事会
○役職理事会（必要に応じて）

○レセプト点検・
調査事務研修会

○新年度使用の共同印刷物受注
○保険事業支援・評価委員会
○特定健診・特定保健指導集合契約に関する説明会

１月 ○広報委員会
○TOSA国保だより325号発行

○療給実績報告基礎資料
　（基礎表Ｙ）作成

２月
○国保功労者表彰
○監事会・理事会・通常総会
○退職者医療共同事業負担金調定

○電算共同処理運営委員会 ○保険料の年金からの特
別徴収業務手数料賦課
徴収（後期分）

○被保険者証更新ポスター配布
○保険者協議会

○支部長会
○国保事業経営等研究専門
部会

○第 29 回高知県国保地域
医療学会

３月

○被保険者証作成
　（国保・退職）

○下半期求償事務手数料請求
○疾病分類等冊子発行
○保険事業支援・評価委員会
○高知県在宅保健活動者なでしこの会「なでしこだより」第31号発行

○部会長・副部会長会

平成 27 年度  国保連合会各室課事業年間予定表

※日程調整中 ○国保事務担当職員研修会　○国保運営協議会委員研修会　○国保保健賞表彰
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●家の庭に咲いていた花を撮ってみました。ちなみに名前は不明ですが、どんどん増殖していることか

ら考えると、ハーブ系でしょうか。連日の雨にも負けず咲いていて、中にはコンクリートを突き破って咲いて

いる花もあります。この小さい花のどこにそんな生命力があるのかと思いますが、頑張って咲いている姿

を見ると元気をもらえますね。

●４月から広報の担当になりました。慣れない原稿作成や編集作業に悪戦苦闘しながら、ようやく発行す

ることができました。初めての経験で多少の不安はありますが、広報業務を通じてこれからどんな出会い

があるのか楽しみです。伝えたいことだけを伝えて自己満足に終わらないように、多くの人に読んでもら

える広報誌を作っていきますので、よろしくお願いいたします。  （江）

322号の取材・寄稿にご協力くださいました皆さん
ありがとうございました。

9日 新しい総合事業のイメージと移行プロセス～地域包括ケアへの
挑戦～出席（広島県）
高知県在宅保健活動者なでしこの会会報「なでしこだより」第12
回編集委員会開催（高知市）

14日 高知県在宅保健活動者なでしこの会お達者づくり支援事業実施
（宿毛市）

15日 高知県在宅保健活動者なでしこの会第30回研修会開催（高知市）

19日 全国国保連合会事務局長・会計担当課長合同会議出席（東京都）

20日 平成26年度四国地区国保連合会役職員協議会出席（愛媛県）

21日 第40回国保連合会広報委員会開催（高知市）

23日～24日 平成26年度地域包括医療・ケア研修会出席（東京都）

26日 平成27年度予算説明会出席（東京都）

平成26年度保険者支援保健事業支援「保険者での国保データ
ベース（KDB）システムを活用した生活習慣病対策支援モデル事
業」検討会開催（高知市）
高知県高齢者福祉課による指導監査同行（大川村・本山町）

障がい者総合支援業務に係る保険者支援（大川村・本山町）

28日 平成26年度中央西ブロック保健師研修会出席（佐川町）

28日～29日 独立監査人による平成26年各会計の経理に係る監査（高知市）

29日 次期国保総合システム担当者説明会出席（東京都）

第1回保健事業支援・評価委員会開催（高知市）

30日 都道府県在宅保健師等会全国連絡会出席（東京都）

2日 第8回高知診療報酬適正化連絡協議会出席（高知市）

独立監査人による平成26年各会計の経理に係る監査（高知市）

高知県在宅保健活動者なでしこの会第60回役員会開催（高知市）

3日 高知県高齢者福祉課による指導監査同行（香南市・香美市）

3日～4日 平成26年度全国国保運営協議会会長等連絡協議会出席（東京都）

5日「国保連合会保健事業支援･評価委員会」委員による報告会出席
（東京都）

6日 特定健診等データ管理システム担当者説明会出席（東京都）

平成26年度第2回監事会開催（高知市）

7日 心の健康フェスタinこうち2015出席（高知市）

9日 国保中央会システム委員会・幹事会合同会議出席（東京都）

12日 平成27年度特定健康診査等受診券の発行に関するヒアリング開
催（佐川町）

16日 平成27年度特定健康診査等受診券の発行に関するヒアリング開
催（安芸市）

17日 平成27年度特定健康診査等受診券の発行に関するヒアリング開
催（香南市）
平成26年度3回理事会開催（高知市）

18日 高知県による平成26年度国民健康保険事業に関する指導監査
（高知市）

20日 第2回保健事業支援・評価委員会開催（高知市）

23日 高知県国民健康保険事務担当職員協議会第20回支部長会開催
（高知市）
平成27年度特定健康診査等受診券の発行に関するヒアリング開
催（土佐町）

24日 平成27年度特定健康診査等受診券の発行に関するヒアリング開
催（高知市）

25日 次期国保総合システム担当者説明会出席（東京都）

高知県国民健康保険事務担当職員協議会第59回国保事業経営等
研究専門部会開催（高知市）

平成27年度特定健康診査等受診券の発行に関するヒアリング開催
（須崎市）

26日 平成27年度特定健康診査等受診券の発行に関するヒアリング開催
（四万十市）

27日 平成26年度2月通常総会開催（高知市）

ＴＯＳＡ国保だより第321号発行

28日 第28回高知県国保地域医療学会開催（高知市）

2日 地方協議会会長県国保連合会常勤役員・事務局長合同会議出席
（東京都）
第11回基金・国保審査差異解消のための打ち合わせ会出席
（高知市）

4日 国保中央会システム委員会・幹事会出席（東京都）

5日 全国国保連合会常勤役員・事務局長合同会議出席（東京都）

高知県保険者協議会第17回調査研究部会・第16回保健活動部会
開催（高知市）

6日 介護保険審査支払システム担当者説明会出席（東京都）

7日 総合事業に係る事業所説明会出席（土佐市）

9日 高知県慢性腎臓病（CKD）対策連絡協議会出席（高知市）

国保直営診療所等勤務医師訪問（須崎市・梼原町・津野町）

10日 国保直営診療所等勤務医師訪問（四万十市・大月町・三原村・黒潮
町）

11日 介護報酬改定に係る事業所説明会出席（高知市）

国保直営診療所等勤務医師訪問（いの町・仁淀川町・佐川町）

12日 国保直営診療所等勤務医師訪問（四万十市・四万十町）

12日～13日 ジェネリック医薬品差額通知委託業者監査および業務のサービ
スに関する協議実施（広島県）

13日 障がい者総合支援給付審査支払等システムに関する合同担当者
説明会出席（東京都）

16日 国保直営診療所等勤務医師訪問（本山町・いの町）

17日 国保データベース（KDB）担当課長会議出席（東京都）

平成26年度特定保健指導実施機関従事者研修会・意見交換会出
席（高知市）
国保直営診療所等勤務医師訪問（馬路村）

18日 国保中央会定期理事会出席（東京都）

歯と口の健康づくり推進協議会出席（高知市）

総合事業に係る事業所説明会出席（土佐市）

高知県国保地域医療推進協議会第53回部会長・副部会長会議
開催（高知市）
国保直営診療所等勤務医師訪問（須崎市）

20日 平成26年度保険者支援保健事業支援「保険者での国保データ
ベース（KDB）システムを活用した生活習慣病対策支援モデル
事業」報告会開催（高知市）

23日 国保中央会定期総会出席（東京都）

国保中央会臨時理事会出席（東京都）

全国国保連合会常勤役員・事務局長合同会議出席（東京都）

総合事業に係る事業所説明会出席（土佐清水市）

高知県在宅保健活動者なでしこの会会長打ち合わせ会開催
（高知市）

24日 第64回保険者等事務電子計算共同処理運営委員会開催（高知市）

25日 高知県在宅保健活動者なでしこの会幡多地区情報連絡会出席
（四万十市）

26日 障がい者総合支援市町村説明会出席（高知市）

2月

3月

1月
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「高知市」
　次回は高知市を訪ね、これからの
まちづくりについて、岡﨑誠也市長
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ゴーカート場、アスレチック、野外ステージなど多くの

レクリエーション施設が整備されており、敷地内につくられた

四万十文化会館は503席の客席を擁するメインホールがあり、

講演・コンサート・演劇など幅広い利用が可能となっています。

26年11月3日、緑林公園で開催した「第10回米こめフェスタ」

では、町出身のシェフが作る限定料理コーナー、

仁井田米おにぎり無料コーナー、

四万十まるごと鍋コーナーなどが設けられ、

四万十町のおいしいものが大集合しました。
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